
ホップ 職員みんなで自己評価!　ステップ 外部評価でブラッシュアップ!!　ジャンプ 評価の公表で取組み内容をＰＲ!!!　－サービス向上への３ステップ－“愛媛県地域密着型サービス評価”

20 年 9 月 8 日

平成 20 年 7 月 2 日 平成 20 年 9 月 10 日

20 年 6 月 1 ▼

13 年 10 月 1

3

18 16 人， 2 人， 17.2 人 ▼

0 有( ○ 無

0 有( )円 ▼

○ 無

20 年 6 月 1

▼

年齢 平均

▼

指定 あり

指定 なし

届出 なし

加算 あり

日事業所記入）

常勤 非常勤

朝食

夕食

昼食

おやつ

32,000 その他の経費(月額) 円

（電 話） 089-960-5855

日事業所記入）

27利用定員数計

13,000

円

円

円

円

円

)円

2 25男性 名

0

3

6

9

名

名

27

（平成

要支援２
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歳

名

名
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0
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訪問調査日

（１）組織概要

【情報提供票より】

評価確定日

（平成

要介護１ 名

名

１．　評 価 結 果 概 要 表

【評価実施概要】

井出　美智子
愛媛県東温市志津川91番地3

【外部評価で確認されたこの事業所の特徴】
作成日　平成

医療法人 さくら会
郊外に向かう幹線道路沿いにある、地域医療の核となっている診療所に隣接したホームで
ある。中庭を三角に囲むように３ユニットが平屋で建てられており、ユニットが緩やかに
繋がっているが、独立性を持たせている、よく考えられた建物である。窓からは小学生の
登下校の姿を見ることができ、近隣の方にも声をかけやすい、地域に根付いたホームであ
る。医者でもある運営者の利用者に対する思いが深く、終の棲家を提供するために、医療
との連携に力を入れている。医療ニーズの高い利用者が多いが、ゆったりとしたケアが可
能となっているのは、職員のターミナルケアの実践からの自信の表れと思われる。利用者
に質の高い生活を提供しているが、シニア世代の職員が多いので、質の継続を考えて若い
世代の育成にも力を注ぐことを期待する。

評価機関名

3873300291

グループホーム 菜の花

所在地

愛媛県社会福祉協議会　利用者支援班

愛媛県松山市持田町三丁目8－15

管理者

事業所番号

事業所名

所在地

前回評価での主な改善課題とその後の取組、改善状況（関連項目：外部4）

ユニット数

運営推進会議の主な討議内容及びそれを活かした取り組み（関連項目：外部4，5，6）

今回の自己評価に対する取り組み状況（関連項目：外部4）職員数

家賃（平均月額）

ユニット

保証金の有無

敷　　　　金

0

指定介護予防認知症対応型共同生活介護

要介護３

要介護５

0

0

0

0食材料費

歳最低

［認知症対応型共同生活介護用］（別表第１の３）

有りの場合
償却の有無

前回の評価では主な改善課題は取り上げられなかったが、自ら自己評価の取
り組み方を改善し、改善状況報告書を提出している。

評価項目を深く理解するために参考資料を用意するなど、時間をかけての取
り組みがなされている。

運営推進会議は回数が重ねられ、利用者や家族の参加も頻繁にあることから、
ホームの運営に定着していることがうかがえる。ただ、併設している小規模多機
能型居宅介護事業所と合同で行っていることから、全般的な議題になる傾向があ
る。ホームと地域とのさらなる密着を図るために、民生委員の参画などを促して
みることも期待する。

または1日当たり 1,200

平成

医療連携体制加算

指定認知症対応型通所介護

短期利用型共同生活介護

管理者及び職員は、家族は苦情などを言い出し難いものであると理解してい
るため、聞き出す努力をしている。また、運営法人の事務長も機会あるごと
に家族に積極的に話しかけるなど、家族の意見に法人として対応していく取
り組みがなされている。

近接している小学校や老人クラブとの交流があり、地域の清掃活動などにも積極
的に参加しているが、近隣に民家が少ないこともあり、ご近所付き合いという身
近な関係はこれからである。また、母体診療所とともに地域との交流を深めてき
た経緯があるため、今後はさらにホーム独自の活動を進めていくことを期待す
る。

日常生活における地域との連携（関連項目：外部3）（４）他に事業所として指定等を受けている事業及び加算

歳

要介護２

要介護４

法人名

（２）利用料金等(介護保険自己負担分を除く）

人

（３）利用者の概要

(入居一時金含む)
0

円

日

人

常勤換算

家族の意見、苦情、不安への対応方法・運営への反映（関連項目：外部7，8）利用者人数

開設年月日

【質向上への取組状況】

名

名

女性

最高
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愛媛県　菜の花 平成２０年９月１０日

サービス評価自己評価項目  
  (評価項目の構成) 【記入方法】

　Ⅰ.理念に基づく運営
１．理念の共有

２．地域との支えあい

３．理念を実践するための制度の理解と活用 　●　　「取組みの事実」は必ず記入すること。

４．理念を実践するための体制

５．人材の育成と支援

  ※用語について

　Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援

　Ⅲ.その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント   ●職   員＝「職員」には、管理者および非常勤職員を含む。
１．一人ひとりの把握
２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と見直し
３．多機能性を活かした柔軟な支援
４．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働

　Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援
１．その人らしい暮らしの支援

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり

　Ⅴ．サービスの成果に関する項目

記入者（管理者）

氏　名

(ユニット名）

事業所名　

  ●家族等＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含む。
                   （他に「家族」に限定する項目がある）

  ●運営者＝事業所の具体的な経営・運営に関わる決定権を持つ、管理者より上位の
                  役職者（経営者と同義）。

  ●チーム＝一人の人を関係者が連携し、共通認識で取り組むという意。
                  関係者とは管理者・職員はもとより、家族、かかりつけ医、包括支援センターなど、
                  事業所以外で本人を支えている関係者を含む。

0

やまぶき

評価完了日

井出　美智子

平成 20 年 6 月 1 日

　（注）　自己評価について、誤字脱字等の記載誤り以外、外部評価機関が記載内容等を
　　　　　修正することはありません。

　●　指定認知症対応型共同生活介護の場合は、共同生活住居（ユニット）ごとに、管理者が
　　　 介護職員と協議の上記入すること。

　●　各自己評価項目について、「取組みの事実」を記入し、取組みたいに※を付け、適宜
        その内容を記入すること。

（別表第１の２）

自己評価及び外部評価結果表

 

  ホップ 職員みんなで自己評価!
   ステップ 外部評価でブラッシュアップ!!
     ジャンプ 評価の公表で取組み内容をＰＲ!!!

　　　－サービス向上への３ステップ－
　　　“愛媛県地域密着型サービス評価”
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愛媛県　菜の花 平成２０年９月１０日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
　その方らしく暮らし続けていけるよう、事業所独自の
理念をつくりあげている。

(外部評価)
母体の診療所が地域に密着した医療活動を行っており、
その一環としてホームの運営がなされている。そのた
め、ホームの理念には、[地域」というキーワードは開
設当初から組み込まれ、運営の基盤となっている。

(自己評価)
　理念の文書を短く明示し、字も大きくして、以前より
分かり易く作成した。

(外部評価)
管理者や職員との話し合いでは言葉に迷いがなく、利用
者へのケアの質を向上させようとする意気込みを感じる
ことができる。そのベースには理念の理解と共有があ
り、理念の実践を行うために、日常的に話し合いが持た
れていることが分かる。

(自己評価)
　月一回、菜の花便りを発行している。地域とも交流
し、理解してもらっている。

（別表第１）

○地域密着型サービスとしての理念
　地域の中でその人らしく暮らし続けるこ
とを支えていくサービスとして、事業所独
自の理念をつくりあげている

○理念の共有と日々の取り組み
　管理者と職員は、理念を共有し、理念の
実践に向けて日々取り組んでいる

1

0

Ⅰ．理念に基づく運営

１．理念と共有

1

2

自 己 評 価 及 び 外 部 評 価 票　　　  　  　　　　　　【セル内での改行は「Alt+Enter」です。】

地域の催しに声がかかり、参加したり誘いが多くなりま
した。

3

○家族や地域への理念の浸透
　事業所は、利用者が地域の中で暮らし続
けることを大切にした理念を、家族や地域
の人々に理解してもらえるよう取り組んで
いる

0

2

　職員全員で話し合い、みんなが納得の行く理念をつ
くっている。

0 0

0
　理念の文書を玄関に配置したり、ご家族・外来者様に
も分かり易く、理解してもらえるよう努力している。

0 0
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愛媛県　菜の花 平成２０年９月１０日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
　隣近所、幼稚園、小学校との交流を深めている。小学
校では簡単な介護教室を開き交流している。催し物等の
時は地域の施設、スーパーに告知し参加を呼びかけてい
る。

(自己評価)
　近くの商店、学校等と交流を行い、また地域の活動に
積極的に参加するように努めている。

(外部評価)
近接している小学校や老人クラブとの交流が開設当初か
ら行われている。また、地域の清掃活動などにも積極的
に参加している。しかし、近隣に民家が少ないこともあ
り、ご近所付き合いという関係が地域と持てているとま
では言えない。また、母体診療所とともに地域との交流
を深めてきた経緯があるが、ホーム独自でのより深い地
域との交流が求められている。

(自己評価)
　地域社会への行事参加、また行事開催により、地域に
密着した活動を行っている。

(自己評価)
　毎日の介護の振り返りを行える機会であると、職員全
員が認識しており、会議等で反省点をあげサービスの質
の向上に努めている。

(外部評価)
職員全員で評価項目を話し合ったものをユニットリー
ダーがまとめ、管理者がコメントを添えるという過程を
経て自己評価を行っている。管理者も職員も評価の意義
を理解しており、一年間の振り返りという意味をこめて
真摯な態度で取り組んでいる。

0 0

0 0

○地域とのつきあい
　事業所は孤立することなく地域の一員と
して、自治会、老人会、行事等、地域活動
に参加し、地元の人々と交流することに努
めている

○評価の意義の理解と活用
　運営者、管理者、職員は、自己評価及び
外部評価を実施する意義を理解し、評価を
活かして具体的な改善に取り組んでいる

3

4

２．地域との支えあい

３．理念を実践するための制度の理解と活用

5

7

4

○隣近所とのつきあい
　管理者や職員は、隣近所の人と気軽に声
をかけ合ったり、気軽に立ち寄ってもらえ
るような日常的なつきあいができるように
努めている

0 0

※

ホームが小学校の通学路にあるという立地を活かして利
用者が子どもたちの登下校を見守る等の地域貢献に取り
組んだり、職員が黒子となって利用者が主役のちょっと
したご近所付き合いができるような日常的な交流を支援
するなどの取り組みを期待したい。

0 　地域の清掃活動等に、参加できるようになった。

06

○事業所の力を活かした地域貢献
　利用者への支援を基盤に、事業所や職員
の状況や力に応じて、地域の高齢者等の暮
らしに役立つことがないか話し合い、取り
組んでいる

0
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愛媛県　菜の花 平成２０年９月１０日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
　委員の皆さんの意見を聞き、前向きにサービスの質の
向上に活かしている。広く意見を求め、アドバイスを受
けている。

(外部評価)
運営推進会議は回数を重ね、利用者や家族の参加も頻繁
にあることから、ホームの運営に定着していることがう
かがえる。ただ、併設している小規模多機能型居宅介護
事業所と合同で行っていることから全般的な議題になる
傾向があり、ホームの利用者に対する直接的な話し合い
が持たれているとまでは言えない。

(自己評価)
　市町村に出向き、介護だけに関わらず地域の様々な
サービスの情報を聞きホームで役立てている。

(外部評価)
市は、地域包括支援センターにグループホームの窓口を
一任しており、地域包括支援センターと運営推進会議以
外にも連携を図るよう積極的に取り組んでいる。

(自己評価)
　現在該当者はいないが、研修等で学び制度の理解は進
んでいる。

(自己評価)
　研修会等で学ぶ機会を持ち、ホームの全職員にも
フィードバッグをして、高い意識を持ち防止に努めてい
る。

0

0

○権利擁護に関する制度の理解と活用
　管理者や職員は、地域権利擁護事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々
の必要性を関係者と話し合い、必要な人に
はそれらを活用できるよう支援している

0

6

○市町村との連携
　事業所は、市町村担当者と運営推進会議
以外にも行き来する機会をつくり、市町村
とともにサービスの質の向上に取り組んで
いる

0

0

0

地域の民生委員等の参加もお願いし、利用者と地域住民
がふれあえる機会を増やせるような会議の運営について
の検討を期待する。

　介護保険事故報告等行い、改善策を提示して意見を求
めたりしている。

0

0

11

○虐待の防止の徹底
　管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法
について学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や
事業所内で虐待が見過ごされることがない
よう注意を払い、防止に努めている

0

○運営推進会議を活かした取り組み
　運営推進会議では、利用者やサービスの
実際、評価への取り組み状況等について報
告や話し合いを行い、そこでの意見をサー
ビス向上に活かしている

※

10

58

9
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愛媛県　菜の花 平成２０年９月１０日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
　入所申込み時、契約時、分かり易く説明している。

(自己評価)
　相談・苦情窓口を設置し、対応をしている。口頭でも
申し出しやすいよう、配慮をしている。

(自己評価)
　生活状況・健康状況等変化のある無しに関わらず、詳
しく説明をしている。また月に１回金銭管理簿の報告を
し、ご家族様にサインをもらっている。

(外部評価)
近隣に居住している家族が多く、面会も頻繁にある。管
理者や担当職員はその度に近況報告を行っており、月に
一回の定期報告でも金銭管理等について書面で報告して
いる。また、遠方の家族へは、定期報告以外にも電話等
で利用者の状況報告を行っている。

(自己評価)
　相談・苦情窓口を設置して対応をしている。口頭でも
ご家族様が、気軽に申し出しやすい体制が整っている。

(外部評価)
家族の意見や苦情は、まず利用者の担当職員が受けるよ
うにしている。管理者は、家族は苦情など言い出し難い
ものであると理解しているため、その受け皿として対応
するように努めている。また、法人事務長も機会あるご
とに家族に積極的に話しかけ、意見等を聞き、法人とし
て苦情や意見に対応するシステムを構築している。

13

○契約に関する説明と納得
　契約を結んだり解約をする際は、利用者
や家族等の不安、疑問点を尋ね、十分な説
明を行い理解・納得を図っている

○運営に関する利用者意見の反映
　利用者が意見、不満、苦情を管理者や職
員ならびに外部者へ表せる機会を設け、そ
れらを運営に反映させている

0 0

0
　苦情受付先・担当を施設内に掲示しており、申し出し
やすい環境を整えている。隣接している医療機関の玄関
にも設置している。

0 0

0 0

0
　苦情に対し適切な対応をすることが、ホームの質をあ
げることを理解しており、積極的に取り組む努力をして
いる。

0 0

8

○家族等への報告
　事業所での利用者の暮らしぶりや健康状
態、金銭管理、職員の異動等について、家
族等に定期的及び個々にあわせた報告をし
ている

○運営に関する家族等意見の反映
　家族等が意見、不満、苦情を管理者や職
員ならびに外部者へ表せる機会を設け、そ
れらを運営に反映させている

7

４．理念を実践するための体制

15

14

12
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愛媛県　菜の花 平成２０年９月１０日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
　職員が意見を言いやすい会議を行い、皆で検討し日々
の介護に活かせるようにしている。

(自己評価)
　行事や外出支援の時など、必要に応じた職員を確保で
きるようにしている。

(自己評価)
　異動には細心の注意を払っている。日頃から他のユ
ニットに行き来し、入居者・ご家族様と触れあい信頼関
係が築けるように努力をしている。

(外部評価)
職員の離職や異動は少なく、開設来の利用者との馴染み
の関係が築かれている。管理者は、職員に対して介護の
やりがいを伝えることが定着率を高めることにつながる
との信念で、職員に向き合っている。

(自己評価)
　勉強会の参加や、資格取得を積極的に勧めている。法
人内でも定期的に、勉強会を開催している。

(外部評価)
研修等により職員の質を高めるような取り組みはなされ
ており、法人内でも組織的に勉強会を開催している。し
かし、研修の受講状況には職員間で偏りがみられる。

５．人材の育成と支援

16 0
　日々の朝礼、月一度のミーティングを開催し、何かあ
ればその都度、話し合いしている。

17

○柔軟な対応に向けた勤務調整
　利用者や家族の状況の変化、要望に柔軟
な対応ができるよう、必要な時間帯に職員
を確保するための話し合いや勤務の調整に
努めている

○運営に関する職員意見の反映
　運営者や管理者は、運営に関する職員の
意見や提案を聞く機会を設け、反映させて
いる

0 0

0
　離職を防ぐためにも、スタッフのモチベーションが上
がる様な状況をつくれるように、管理者・リーダー等が
努めている。

0 0

0 0

※

職員のシフト状況は研修の受講状況に差が出ている要因
の一つであり、職員数の確保という運営基盤からの考察
も必要な時期と考えられる。また、シニア世代の職員が
多い傾向にあることから、若い世代の職員の育成にも組
織的に関わっていくことを期待する。

○職員の異動等による影響への配慮
　運営者は、利用者が馴染みの管理者や職
員による支援を受けられるように、異動や
離職を必要最小限に抑える努力をし、代わ
る場合は、利用者へのダメージを防ぐ配慮
をしている

○職員を育てる取り組み
　運営者は、管理者や職員を段階に応じて
育成するための計画をたて、法人内外の研
修を受ける機会の確保や、働きながらト
レーニングしていくことを進めている

18

19 10

9
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愛媛県　菜の花 平成２０年９月１０日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
　勉強会・研修会等に参加した際に、積極的に情報交換
を行い、他施設の良いところを取り入れ、サービスの質
の向上に努めている。

(外部評価)
法人の診療所やデイサービス、小規模多機能型事業所な
どが隣接しているため、法人内の職員同士の交流は日常
的にあり、多方面の視点から利用者へのサービスの質の
向上を図っている。しかし、他の関係機関等との交流が
多いとまでは言えない。

(自己評価)
　食事会・レクリエーションを開き、ストレス軽減に努
めている。

(自己評価)
　責任を持たせ、やりがいが持てるよう工夫している。
リーダーの育成にも力を入れている。研修費用の事業所
負担などでバックアップがあり、職員の質の向上に努め
ている。

(自己評価)
　入居者様からの困っていること、不安な事等の相談に
しっかり耳を傾け、受け止める努力をしている。聴力の
弱い入居者様は、ボードに書く等筆談にて意思疎通を図
る、努力をしている。

(自己評価)
　ご家族様の負担にならないよう、アセスメントを何回
かに分けて行い、思いや希望を聞くようにしている。

0 0

※

他事業所の長所の発見は、利用者への直接的なサービス
の向上に有用と考えられるため、地域包括支援センター
等と協働して地域内に6～7か所ある他のホームとの交流
を深めていく取り組みを期待する。

0 021

○職員のストレス軽減に向けた取り組み
　運営者は、管理者や職員のストレスを軽
減するための工夫や環境づくりに取り組ん
でいる

022

○向上心を持って働き続けるための取り組
み
　運営者は、管理者や職員個々の努力や実
績、勤務状況を把握し、各自が向上心を
持って働けるように努めている

0

　納得してもらえるまで、幾度となく見聞の機会を設け
ている。

24

○初期に築く家族との信頼関係
　相談から利用に至るまでに家族等が困っ
ていること、不安なこと、求めていること
等をよく聴く機会をつくり、受けとめる努
力をしている

0

20 11

○同業者との交流を通じた向上
　運営者は、管理者や職員が地域の同業者
と交流する機会を持ち、ネットワークづく
りや勉強会、相互訪問等の活動を通じて、
サービスの質を向上させていく取り組みを
している

23

○初期に築く本人との信頼関係
　相談から利用に至るまでに本人が困って
いること、不安なこと、求めていること等
を本人自身からよく聴く機会をつくり、受
けとめる努力をしている

0

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応

0
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愛媛県　菜の花 平成２０年９月１０日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
　カンファレンス等で、他職種の方にも参加を呼びか
け、意見を聞き、必要な支援を見極めるようにしてい
る。

(自己評価)
　相談を受けてから、見学・体験等をしてもらい、普段
の生活されている入居者様とも触れ合える機会をつく
り、馴染めるように工夫している。

(外部評価)
同法人にデイサービスや小規模多機能型事業所があるこ
とから、利用者が環境に徐々に慣れるような関わりがで
きるが、管理者は、人との関係がその人が馴染むかどう
かの重要なポイントであると考えており、職員の対応や
場の雰囲気づくりに余念がない。

(自己評価)
　介護する、介護される関係ではなく、一緒に支えあえ
るような関係づくりを目指している。

(外部評価)
管理者や職員は、共に支え合うためには利用者と同じ目
線であることが重要であると認識している。接し方の基
本を「自分に置きかえてみる」におき、絶えず基本に立
ち返ることを心がけている。共に過ごすためには「情」
が必要であるとの話に高い専門性が感じられる。

(自己評価)
　入居者・ご家族様、職員が、一緒に何かをする時間を
つくり、日常の些細な出来事でも一緒に笑い、話が出来
るような関係づくりに、取り組んでいる。 0

25

○初期対応の見極めと支援
　相談を受けた時に、本人と家族が「その
時」まず必要としている支援を見極め、他
のサービス利用も含めた対応に努めている

　 0

028

○本人を共に支えあう家族との関係
　職員は、家族を支援される一方の立場に
おかず、喜怒哀楽を共にし、一緒に本人を
支えていく関係を築いている

0

27

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援

13

0
　入居者様に、様々な事を教えてもらう姿勢でケアにあ
たり、その方の価値観を尊重し、共に支えあう関係を築
いていく取り組みをしている。

※

共に過ごすためには「情」が必要であるとの話は、シニ
ア世代の職員だからこその人生経験が背景にある言葉で
あるが、引き継いでいく必要があるので、今後は若い世
代の職員の育成にも取り組んでいくことを期待する。

○本人と共に過ごし支えあう関係
　職員は、本人を介護される一方の立場に
おかず、一緒に過ごしながら喜怒哀楽を共
にし、本人から学んだり、支えあう関係を
築いている

○馴染みながらのサービス利用
　本人が安心し、納得した上でサービスを
利用するために、サービスをいきなり開始
するのではなく、職員や他の利用者、場の
雰囲気に徐々に馴染めるよう家族等と相談
しながら工夫している

0 0

0

26 12
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愛媛県　菜の花 平成２０年９月１０日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
　入居者・ご家族様が、ゆっくりと楽しく話が出来るよ
うな雰囲気づくりと、お互いが必要だといつまでも感じ
あえるような、環境をつくる工夫をしている。

(自己評価)
　馴染みの深い場所には、ご家族様の協力を得て出かけ
たり、馴染みの人には連絡を取ったりして、関係を断ち
切らないように努めている。

(自己評価)
　入居者様個々の性格を把握し、無理強いさせることの
無いように、入居者様同士の関わりあいを支援してい
る。

(自己評価)
　併設の医療機関や小規模多機能に移行し、在宅生活が
始まっても声かけをし、ホームに遊びに来てもらえるよ
うな関係づくりを目指している。

(自己評価)
　一人一人の希望や意向は十分に把握し、暮らしやすい
方向になるように支援をしている。本人が困難な場合
は、ご家族様からその都度聞き取りをして、意向の把握
に努めている。

(外部評価)
管理者や職員は利用者との生活が長く、利用者個々の希
望や意向を言葉でなくても把握できる関係ができている
ため、認知症が進んでいる利用者に対しても、本人本位
の生活支援が行われている。しかし、今後職員が代わっ
た場合に、利用者の理解を深める手段が整っている状態
とは言えない。

0

29

○本人と家族のよりよい関係に向けた支援
　これまでの本人と家族との関係の理解に
努め、より良い関係が築いていけるように
支援している

0 0

0

　個々の価値観を尊重しながら、共同生活が有意義であ
るように努力している。

0

31

○利用者同士の関係の支援
　利用者同士の関係を把握し、一人ひとり
が孤立せずに利用者同士が関わり合い、支
え合えるように努めている

0

30

○馴染みの人や場との関係継続の支援
　本人がこれまで大切にしてきた馴染みの
人や場所との関係が途切れないよう、支援
に努めている

0

※

管理者は、センター方式のシートで利用者の情報整理を
始めているので、取り組みを進めていくことを期待す
る。また、利用者の情報は職員が把握していることも多
いため、誰でも書き込めるような様式の活用方法の検討
を望む。

○関係を断ち切らない取り組み
　サービス利用（契約）が終了しても、継
続的な関わりを必要とする利用者や家族に
は、関係を断ち切らないつきあいを大切に
している

0

○思いや意向の把握
　一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意
向の把握に努めている。困難な場合は、本
人本位に検討している

32

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

１．一人ひとりの把握

1433

0
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愛媛県　菜の花 平成２０年９月１０日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
　しっかりしたアセスメントを行い、センター方式等も
活用し把握に努めている。

(自己評価)
　日々モニタリングを行い、記録に残し現状の把握を
行っている。

(自己評価)
　ケアカンファレンス時に、ご家族様にも参加してもら
えるようになり、意思や要望を取り入れる事により、よ
り入居者様の立場にたった、計画が作成できている。

(外部評価)
0

(自己評価)
　３ヶ月に１回は計画の見直しを行い、状態の変化に応
じて計画の変更を検討している。

(外部評価)
利用者の担当職員が日々の介護記録をミーティング前に
1か月分要約し、介護計画と照らし合わせながら利用者
の生活を見直している。介護計画の定期的な見直しは３
か月となっているが、毎月記録を整理することで客観的
な視点をもてており、見直しのタイミングを検討する目
安にもなっている。

34

35

○これまでの暮らしの把握
　一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし
方、生活環境、これまでのサービス利用の
経過等の把握に努めている

0 0

0 0

○暮らしの現状の把握
　一人ひとりの一日の過ごし方、心身状
態、有する力等の現状を総合的に把握する
ように努めている

0 0

0 0

0
　入居者・ご家族様に、見直しが必要であることを説明
したうえで、現状に即した介護計画の見直しを行ってい
る。

※
記録の見直しが全般的な内容となっている傾向があり、
介護計画に焦点を当てて見直すとよりよい記録となると
思われるので、検討を期待する。

○現状に即した介護計画の見直し
　介護計画の期間に応じて見直しを行うと
ともに、見直し以前に対応できない変化が
生じた場合は、本人、家族、必要な関係者
と話し合い、現状に即した新たな計画を作
成している

36 15

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と見直し

○チームでつくる利用者本位の介護計画
　本人がより良く暮らすための課題とケア
のあり方について、本人、家族、必要な関
係者と話し合い、それぞれの意見やアイ
ディアを反映した介護計画を作成している

37 16

11 愛媛県社会福祉協議会　利用者支援班



愛媛県　菜の花 平成２０年９月１０日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
　モニタリングを行い、計画の達成度等を記録し、カン
ファレンスで検討している。

(自己評価)
　外泊や在宅での生活を希望する場合などは、身体状況
に鑑み、併設の小規模多機能施設に移行し、在宅での生
活が送れるように、支援をしている。

(外部評価)
同法人のデイサービスや小規模多機能型事業所、診療所
のリハビリテーションなど、多機能な施設のネットワー
クがあるので、利用者の様々な要望にこたえることがで
きる。診療所の看護師とも連携し、医療的な機能も充実
している。

(自己評価)
　入居者様の意向に応じられるような体制をとり、必要
に応じて協力をしている。

(自己評価)
　入居者様の状況や意向、そして必要性に応じながら、
適切なサービスが受けられるよう、支援をしている。

(自己評価)
　現在は該当する入居者様はいないが、成年後見制度等
活用する必要がある場合などには、対応をしていきたい
と思っている。

○個別の記録と実践への反映
　日々の様子やケアの実践・結果、気づき
や工夫を個別記録に記入し、情報を共有し
ながら実践や介護計画の見直しに活かして
いる

0
　月に１回のミーティング、あるいは申し送り等で情報
の共有に努めている。

0 0

0 0

○地域資源との協働
　本人の意向や必要性に応じて、民生委員
やボランティア、警察、消防、文化・教育
機関等と協力しながら支援している

41

○他のサービスの活用支援
　本人の意向や必要性に応じて、地域の他
のケアマネジャーやサービス事業者と話し
合い、他のサービスを利用するための支援
をしている

42

○地域包括支援センターとの協働
　本人の意向や必要性に応じて、権利擁護
や総合的かつ長期的なケアマネジメント等
について、地域包括支援センターと協働し
ている

0

0 0

３．多機能性を活かした柔軟な支援

○事業所の多機能性を活かした支援
　本人や家族の状況、その時々の要望に応
じて、事業所の多機能性を活かした柔軟な
支援をしている

４．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働

40

　地域包括支援センターの役割等、より多くの知識を得
て、入居者様が地域の中で暮らしていく上で必要となる
事の学習を重ねたい。

0 0

1739

38
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愛媛県　菜の花 平成２０年９月１０日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
　併設している連携医療機関の医師が、週１回往診して
くれることにより、信頼関係が築かれている。

(外部評価)
母体診療所の院長が地域医療に力を入れており、利用者
もかかりつけ医としての信頼からホームを利用している
ケースが多い。かかりつけ医が地域の要請に応じて設立
したホームと言え、利用者と院長とには信頼関係が構築
されている。

(自己評価)
　併設の連携医療機関の医師が専門医のため、診断や治
療は安心して受けることが出来る。

(自己評価)
　併設の医療機関とは、日常的に連絡を取り合ってい
る。看護師とも連携がとれている。

(自己評価)
　入居者様が入院した時は、出来るだけ声かけをしに行
き、安心感が持てるように努力をしている。日常的に情
報交換も行っている。

(自己評価)
　入居者・ご家族様、およびかかりつけ医等を交えて、
納得のいくまで繰り返し話し合い、全員で方針を共有し
ている。

(外部評価)
運営者の方針で、ホームを終の棲家として位置づけてお
り、ホームと隣接の診療所とは日常的に密な連携があ
る。利用者のターミナルケアの実践も積んでおり、厳し
さや家族の協力の重要性なども理解している。職員に
は、厳しい勤務体制となることを承知しながら、ターミ
ナルケアの実績が基盤となった余裕が見られる。

0 0

18

0
　病状・体調の変化時は、医師およびご家族様にも連絡
を取り、適切な医療を受けられるように支援をしてい
る。○かかりつけ医の受診支援

　本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を
築きながら、適切な医療を受けられるよう
に支援している

○看護職との協働
　利用者をよく知る看護職員あるいは地域
の看護職と気軽に相談しながら、日常の健
康管理や医療活用の支援をしている

44

45

0 0

0 0

0

0
　入居者・ご家族様の意見を尊重し、終末期のあり方に
ついて十分な話し合いをし、全員で方針を共有してい
る。

0 0

○重度化や終末期に向けた方針の共有
　重度化した場合や終末期のあり方につい
て、できるだけ早い段階から本人や家族等
ならびにかかりつけ医等と繰り返し話し合
い、全員で方針を共有している

0

○早期退院に向けた医療機関との協働
　利用者が入院した時に安心して過ごせる
よう、また、できるだけ早期に退院できる
ように、病院関係者との情報交換や相談に
努めている。あるいは、そうした場合に備
えて連携している

43

○認知症の専門医等の受診支援
　専門医等認知症に詳しい医師と関係を築
きながら、職員が相談したり、利用者が認
知症に関する診断や治療を受けられるよう
支援している

47 19

46

13 愛媛県社会福祉協議会　利用者支援班



愛媛県　菜の花 平成２０年９月１０日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
　ご家族様・医療機関と連携をとり、医師・看護職・介
護職の職員がミーティングをして、協力しながらターミ
ナルケアに取り組む努力をしている。

(自己評価)
　住み替え時には、ご家族様の了解を得て十分な情報提
供を行い、ケア関係者間で話し合い、ダメージが防げる
ように支援をしている。

(自己評価)
　一人一人に合わせた言葉がけや対応をし、個人情報は
外部に漏らさない、持ち出さないよう取り扱いには十分
気をつけている。

(外部評価)
意思表示の難しい利用者にも丁寧に言葉かけを行ってい
る。利用者への対応も、個々の状態や生活歴等を踏まえ
て適宜見直している。利用者に安心感を与えるために、
利用者の呼び名一つも職員間で統一しようと話し合いを
持っている。個人記録も適切に管理している。

(自己評価)
　ゆっくりと話を傾聴して、できるだけ自己決定をして
もらい、尊重するようにしている。

50

0

0
　必要に応じ個室や自室で話し合ったり、個人情報は目
の触れるところに置かないようにしている。

49

○住み替え時の協働によるダメージの防止
　本人が自宅やグループホームから別の居
所へ移り住む際、家族及び本人に関わるケ
ア関係者間で十分な話し合いや情報交換を
行い、住み替えによるダメージを防ぐこと
に努めている

0

48

51

○利用者の希望の表出や自己決定の支援
　本人が思いや希望を表せるように働きか
けたり、わかる力に合わせた説明を行い、
自分で決めたり納得しながら暮らせるよう
に支援をしている

0 0

　併設の医療機関が母体なので、密に連絡や相談ができ
る環境が整っている。また、２４時間いつでも連絡を取
り合えるようになっている。

0 0

20

１．その人らしい暮らしの支援

（１）一人ひとりの尊重

○プライバシーの確保の徹底
　一人ひとりの誇りやプライバシーを損ね
るような言葉かけや対応、記録等の個人情
報の取り扱いをしていない

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

○重度化や終末期に向けたチームでの支援
　重度や終末期の利用者が日々をより良く
暮らせるために、事業所の「できること・
できないこと」を見極め、かかりつけ医と
ともにチームとしての支援に取り組んでい
る。あるいは、今後の変化に備えて検討や
準備を行っている

0
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愛媛県　菜の花 平成２０年９月１０日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
　職員の都合ではなく、その方に合ったペース、希望を
聞きながら支援をしている。個々に行きたいところ、買
い物・外食など、希望に沿って支援をしている。

(外部評価)
生活のリズムを守るために一日の大きな流れは決まって
いるが、利用者に生活を楽しんでもらうということが優
先されている。医療的行為やリハビリテーションが必要
な利用者にはケアが優先される場合が多いため、職員や
診療所のスタッフはゆっくりと利用者を促すような対応
を行っている。

(自己評価)
　身だしなみやお洒落は、入居者様の希望を取り入れ支
援をしている。また理美容は行きつけの店へ、ご家族様
同伴で行かれています。

(自己評価)
　職員が交替で一緒に食事をとっており、可能な入居者
様には、準備や片づけ等してもらっている。手作りおや
つ等にも参加してもらい、入居者様と一緒に作ってい
る。

(外部評価)
一対一での食事介助が必要な利用者が多いため、全員同
時にテーブルに着くことは難しいが、職員は、食事中は
もちろん準備や片づけ時にも目配せや声かけを行い、楽
しい雰囲気づくりに心がけている。また、準備中の匂い
が生活感を醸し出すとの考えから、重介護で職員配置が
厳しくなっても手作りにこだわるとの話には、「食事が
楽しみ」という利用者の要望に応えようとしている姿勢
が感じられる。

(自己評価)
　現在、お酒やタバコを吸われる入居者様はいないた
め、おやつ・飲み物は好みの物を状況判断して提供し、
楽しんでもらっている。

54

53

○身だしなみやおしゃれの支援
　その人らしい身だしなみやおしゃれがで
きるように支援し、理容･美容は本人の望む
店に行けるように努めている

○日々のその人らしい暮らし
　職員側の決まりや都合を優先するのでは
なく、一人ひとりのペースを大切にし、そ
の日をどのように過ごしたいか、希望に
そって支援している

0

55

○本人の嗜好の支援
　本人が望むお酒、飲み物、おやつ、たば
こ等、好みのものを一人ひとりの状況に合
わせて日常的に楽しめるよう支援している

22

　行く事が困難な方には、訪問美容師に来所してもら
い、お洒落が出来るよう支援をしている。

0 0

0 0

21

（２）その人らしい暮らしを続けるための基本的な生活の支援

52

0 0

○食事を楽しむことのできる支援
　食事が楽しみなものになるよう、一人ひ
とりの好みや力を活かしながら、利用者と
職員が一緒に準備や食事、片付けをしてい
る

0 0

0 0
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愛媛県　菜の花 平成２０年９月１０日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
　入居者様自身の力を活用し、気持ちよく排泄できるよ
う支援をしている。

(自己評価)
　入居者様の希望に応じ、入浴支援を行い、拒む方には
拒否の原因を探り無理強いさせることなく、入浴が楽し
めるように工夫をしている。

(外部評価)
入浴は、タイミングや回数は利用者の希望に沿うように
行われている。管理者は、入浴は身体を清潔に保つこと
以外に、本人が安らぎを得る場であり、利用者と職員が
信頼関係を構築する場でもあるとして、ケアのポイント
として重要視している。

(自己評価)
　その時々の状況に応じ、随時安心して気持ちよく休ん
でもらえるように、支援をしている。

(自己評価)
　できる限り外出の支援を行い、ホーム内では得意な分
野を活かし、生活の中で役割が持てるように支援をして
いる。

(外部評価)
管理者や職員は、一緒に生活している時間の長さから、
利用者の好みやできること等について深く把握してい
る。共同生活が基本の中で、時々の気晴らしは個々の生
活を保持するために重要であると考えており、身体的条
件で動きの難しい利用者に対しては、道化師的な役割も
果たしている。

056

○気持よい排泄の支援
　排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一
人ひとりの力や排泄のパターン、習慣を活
かして気持ちよく排泄できるよう支援して
いる

0

0 0

0 0

0

0
　家庭菜園・庭いじり・お花などが楽しめるように支援
をしている。

0 0

（３）その人らしい暮らしを続けるための社会的な生活の支援

58

0

○安眠や休息の支援
　一人ひとりの生活習慣やその時々の状況
に応じて、安心して気持ちよく休息したり
眠れるよう支援している

24

23

○入浴を楽しむことができる支援
　曜日や時間帯を職員の都合で決めてしま
わずに、一人ひとりの希望やタイミングに
合わせて、入浴を楽しめるように支援して
いる

○役割、楽しみごと、気晴らしの支援
　張り合いや喜びのある日々を過ごせるよ
うに、一人ひとりの生活歴や力を活かした
役割、楽しみごと、気晴らしの支援をして
いる

57

59

16 愛媛県社会福祉協議会　利用者支援班



愛媛県　菜の花 平成２０年９月１０日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
　入居者様の希望や、力に応じて所持したり、使えるよ
うに支援をしている。

(自己評価)
　その日の体調を見ながら、可能な限り外出支援を行
い、季節の移り変わり等を、楽しんでもらっている。

(外部評価)
３ユニットが中庭を三角に囲み、気軽に外気に当たる場
所として日常的に活用している。散歩も気晴らしの一環
として日課としている。しかし、車いす介助や見守り介
助などで一対一での外出が増えてきているため、利用者
により外出の頻度に差が出はじめている。職員数やシフ
トにも限界があり、早めの対策が必要と考えられる。

(自己評価)
　行きたいところの要望を聞き、個別に外出できるよう
に努力をしている。レクリエーション等にて、入居者様
に「行って見たい所」等希望を聞き、できる限り希望に
沿えるように、スケジュールを組み実施している。

(自己評価)
　ご家族様に連絡がとれるように配慮し、毎月発行する
ホームの菜の花便りとともに、手紙を同封している。

(自己評価)
　気持ちよく過ごせるよう、雰囲気づくりをしている。

0
　週２回程、パンの移動販売が来所してくれるので販売
時に自分で支払いをしてもらい、お金を使うことに対し
ての支援をしている。

0 0

※
外出支援として老人クラブや民生委員等に協力を依頼す
るなど、地域資源の有効な活用についての検討を期待す
る。

0

63

○電話や手紙の支援
　家族や大切な人に本人自らが電話をした
り、手紙のやり取りができるように支援を
している

0
　ご家族様が遠くにいる方には、記念日・誕生日等特別
な日、また日常的に電話をかけて支援をしている。

62

○普段行けない場所への外出支援
　一人ひとりが行ってみたい普段は行けな
いところに、個別あるいは他の利用者や家
族とともに出かけられる機会をつくり、支
援している

0

064

○家族や馴染みの人の訪問支援
　家族、知人、友人等、本人の馴染みの人
たちが、いつでも気軽に訪問でき、居心地
よく過ごせるよう工夫している

0

○日常的な外出支援
　事業所の中だけで過ごさずに、一人ひと
りのその日の希望にそって、戸外に出かけ
られるよう支援している

○お金の所持や使うことの支援
　職員は、本人がお金を持つことの大切さ
を理解しており、一人ひとりの希望や力に
応じて、お金を所持したり使えるように支
援している

61 25

60
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愛媛県　菜の花 平成２０年９月１０日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
　全ての職員が、身体拘束の弊害を十分に理解してお
り、身体拘束の無いケアに取り組んでいる。

(自己評価)
　入居者・ご家族様に対し、心理的圧迫をもたらさない
ように、居室や日中の玄関は施錠していない。外玄関は
防犯上施錠している。

(外部評価)
調査日は、入居から10日目の利用者が不穏な状態にあっ
ため、一つのユニットでリビングの鍵がかけられていた
が、一過性であることとその理由を利用者や家族等に説
明している。管理者は鍵を外すタイミングを見計らって
おり、鍵を掛ける弊害は理解している。

(自己評価)
　入居者様個人の、プライバシーに配慮しつつ、さりげ
なく所在等を把握し、安全に努めている。

(自己評価)
　入居者様一人一人の状態に応じて、物品を使用しても
らい、見守りながら危険防止に努めている。特に注意が
必要な物品等は、入居者様の目に触れない所に、管理・
保管している。

(自己評価)
　服薬チェック表で確認をとり、入居者様に合わせた事
故防止に努めている。誤った服用をしないためにも、服
用する際の見守りはしっかり行っている。、

65

○身体拘束をしないケアの実践
　運営者及び全ての職員が「介護保険法指
定基準における禁止の対象となる具体的な
行為」を正しく理解しており、身体拘束を
しないケアに取り組んでいる

0 0

0

0
　基本的に施錠をしない取り組みをしているが、やむを
えない場合はご家族様に説明し、同意を得て施錠するこ
ともある。

0 0

0

0
　居室のドアがスリガラスになっているので、様子が把
握しやすいようになっている。

69 0 0

○注意の必要な物品の保管・管理
　注意の必要な物品を一律になくすのでは
なく、一人ひとりの状態に応じて、危険を
防ぐ取り組みをしている

○利用者の安全確認
　職員は本人のプライバシーに配慮しなが
ら、昼夜通して利用者の所在や様子を把握
し、安全に配慮している

○鍵をかけないケアの実践
　運営者及び全ての職員が、居室や日中玄
関に鍵をかけることの弊害を理解してお
り、鍵をかけないケアに取り組んでいる

66

67

68

（４）安心と安全を支える支援

○事故防止のための取り組み
　転倒、窒息、誤薬、行方不明、火災等を
防ぐための知識を学び、一人ひとりの状態
に応じた事故防止に取り組んでいる

26
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自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
　日々入居者様の行動を把握し、事故発生時に備え、救
命救急や初期対応の訓練を行っている。

(自己評価)
　防災マニュアルを作成し、年２回東温消防署の指導と
訓練を受けている。また地域の人々の協力を得られるよ
う働きかけている。

(外部評価)
もしものときの避難には、建物が平屋で周辺もゆっくり
とした庭があり、安心感がある。また、防災マニュアル
の作成、年二回の消防署との訓練などを行っている。防
災については、ホームだけでなく法人全体で地域ととも
に取り組んでいる。

(自己評価)
　リスクマネジメントと虐待は、背中合わせであると理
解しており、ご家族様とも十分な話し合いを行ってい
る。

(自己評価)
　体調の変化や異常に対し、早期発見出来るよう、常に
見守りして、変化に気づいた時は、速やかに対応をして
いる。

(自己評価)
　入居者様個々の服用している薬は把握しており、用
法・用量は理解できている。また薬情等により、副作用
や注意事項も確認している。

70

0

0 0

※
　地域の方々の協力が得て、災害時の訓練を一緒に行え
るように取り組んでいきたい。

0 0

　連携医療機関が併設のため、体調の変化・異変に気づ
いた時は速やかに医療機関に連絡し、２４時間対応がで
きる体制が整っている。

（５）その人らしい暮らしを続けるための健康面の支援

72

○リスク対応に関する家族等との話し合い
　一人ひとりに起こり得るリスクについて
家族等に説明し、抑圧感のない暮らしを大
切にした対応策を話し合っている

73

○体調変化の早期発見と対応
　一人ひとりの体調の変化や異変の発見に
努め、気付いた際には速やかに情報を共有
し、対応に結び付けている

0

0

074

○服薬支援
　職員は、一人ひとりが使用している薬の
目的や副作用、用法や用量について理解し
ており、服薬の支援と症状の変化の確認に
努めている

0

○急変や事故発生時の備え
　利用者の急変や事故発生時に備え、全て
の職員が応急手当や初期対応の訓練を定期
的に行っている

○災害対策
　火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を
問わず利用者が避難できる方法を身につ
け、日ごろより地域の人々の協力を得られ
るよう働きかけている

2771

19 愛媛県社会福祉協議会　利用者支援班



愛媛県　菜の花 平成２０年９月１０日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
　バランスのとれたおかず、繊維の多い食品を摂取して
もらい、水分もしっかり取ってもらうよう、声かけをし
ている。

(自己評価)
　ハミガキチェック表を使用し、毎食後口腔ケアができ
ているか記録し、できていない場合は、声かけを行う支
援をしている。

(自己評価)
　個々の食事量・栄養のバランス等、栄養士の指導にて
必要量摂取できるよう支援をしている。必要な人に対し
ては毎食の量を計り、一日の摂取量の把握に努めてい
る。

(外部評価)
法人の栄養士による栄養バランスの管理が行われてお
り、旬の食材で食事を提供している。刻み食やとろみ食
の利用者に対しても、それぞれのユニットで一人ひとり
の状態に合わせて提供している。水分摂取量もチェック
している。

(自己評価)
　仕事に入る前には、感染症のマニュアルに目を通し、
作業が変わる事に手洗いを施行している。

(自己評価)
　衛生管理を徹底し、安全かつ新鮮な食材を使用して食
中毒の予防に努めている。週一回必ず食材チェック・調
理施設のチェックを行い、賞味期限の確認、および衛生
管理を徹底している。

76

○口腔内の清潔保持
　口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎
食後、一人ひとりの口腔状態や力に応じた
支援をしている

0

0

75 0

0

0 0

78

○感染症予防
　感染症に対する予防や対応の取り決めが
あり、実行している（インフルエンザ、疥
癬、肝炎、ＭＲＳＡ、ノロウイルス等）

0

0

0 0

　併設の医療機関で、月１回の感染症対策の勉強会に出
席して勉強している。

079

○食材の管理
　食中毒の予防のために、生活の場として
の台所、調理用具等の衛生管理を行い、新
鮮で安全な食材の使用と管理に努めている

77

○便秘の予防と対応
　職員は、便秘の原因や及ぼす影響を理解
し、予防と対応のための飲食物の工夫や身
体を動かす働きかけ等に取り組んでいる

○栄養摂取や水分確保の支援
　食べる量や栄養バランス、水分量が一日
を通じて確保できるよう、一人ひとりの状
態や力、習慣に応じた支援をしている

28
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愛媛県　菜の花 平成２０年９月１０日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
　日中は施錠せずに、入居者様の動きを把握し、安全性
にも十分配慮している。庭には季節の花、周囲には竹を
植え、親しみやすい環境にしている。

(自己評価)
　共用空間は、季節感が感じれるように飾りつけを工夫
し、居心地のよい生活を、楽しんでもらっている。

(外部評価)
各ユニットとも中庭を面して大きな窓を設えており、
デッキを組み合わせた広がりのある共用スペースであ
る。ユニットにより、リビングが吹き抜けで空間的にも
ゆとりがある。居室前の廊下も掃き出しの窓があり、ひ
とつの居場所としても活用できる。

(自己評価)
　少し広めのソファーやイスを縁側に置き、くつろげる
空間をつくっている。

(自己評価)
　昔から使い慣れた物や、思い出の品を持ち込んでもら
い、居室で居心地良く過ごせるように工夫している。ご
家族様にはその都度声かけをして、持ってきてもらって
いる。

(外部評価)
利用者により、ホームが用意したもの、自分が持ってき
なものと様々な部屋があるが、どの部屋も温かみのある
設えである。家族の写真や手作りの作品などで個性豊か
なインテリアとなっている。

0

（１）居心地のよい環境づくり

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり

80

○安心して出入りできる玄関まわりの工夫
　利用者や家族、近隣の人等にとって親し
みやすく、安心して出入りができるよう
に、玄関や建物周囲の工夫をしている

0

0
　ホームから一歩出ると、中庭が広がっておりその中庭
を包み込むような、平屋建ての構造になっています。

0 0

82

○共用空間における一人ひとりの居場所づ
くり
　共用空間の中には、独りになれたり、気
の合った利用者同士で思い思いに過ごせる
ような居場所の工夫をしている

0 0

0 0

0 0

30

○居心地のよい共用空間づくり
　共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、
食堂、浴室、トイレ等）は、利用者にとっ
て不快な音や光がないように配慮し、生活
感や季節感を採り入れて、居心地よく過ご
せるような工夫をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮
　居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家
族と相談しながら、使い慣れたものや好み
のものを活かして、本人が居心地よく過ご
せるような工夫をしている

81 29

83
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自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
　換気には十分に気を配り、温度調節もあくまで、入居
者様の立場に立って行っている。

(自己評価)
　トイレ・風呂場・廊下、玄関等に手すりを設け、安全
に移動できるようにしている。

(自己評価)
　失敗させない環境・状況をつくり、自信が持てるよう
支援をしている。

(自己評価)
　建物の周りには植物を植え、中庭には季節の花を植え
て、入居者様と一緒に水やりを行っている。

(注)

0

0 0

86

○わかる力を活かした環境づくり
　一人ひとりのわかる力を活かして、混乱
や失敗を防ぎ、自立して暮らせるように工
夫している

87
○建物の外周りや空間の活用
　建物の外周りやべランダを利用者が楽し
んだり、活動できるように活かしている

0 0

○身体機能を活かした安全な環境づくり
　建物内部は一人ひとりの身体機能を活か
して、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している

0

0

１　　　　　　部分は自己評価と外部評価の共通評価項目。
２　全ての自己評価又は外部評価の項目に関し、具体的に記入すること。

0

（２）本人の力の発揮と安全を支える環境づくり

84

○換気・空調の配慮
　気になるにおいや空気のよどみがないよ
う換気に努め、温度調節は、外気温と大き
な差がないよう配慮し、利用者の状況に応
じてこまめに行っている

85
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① ほぼ全ての利用者の
2 利用者の２/３くらいの
3 利用者の１/３くらいの
4 ほとんど掴んでいない
① 毎日ある
2 数日に１回程度ある
3 たまにある
4 ほとんどない
① ほぼ全ての利用者が
2 利用者の２/３くらいが
3 利用者の１/３くらいが
4 ほとんどいない
① ほぼ全ての利用者が
2 利用者の２/３くらいが
3 利用者の１/３くらいが
4 ほとんどいない
1 ほぼ全ての利用者が
② 利用者の２/３くらいが
3 利用者の１/３くらいが
4 ほとんどいない
① ほぼ全ての利用者が
2 利用者の２/３くらいが
3 利用者の１/３くらいが
4 ほとんどいない
① ほぼ全ての利用者が
2 利用者の２/３くらいが
3 利用者の１/３くらいが
4 ほとんどいない
① ほぼ全ての家族と
2 家族の２/３くらいと
3 家族の１/３くらいと
4 ほとんどできていない
① ほぼ毎日のように
2 数日に1回程度
3 たまに
4 ほとんどない

96
通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている

(自己
 評価)

知人、友人が来所され、入居者様と一緒にホール又は自室で楽しく談笑され
ている。

(自己
 評価)

要望・希望等を出来うる限り取り入れ満足し、安心して過ごせている。

95
職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている

(自己
 評価)

ご家族様の意見、要望はよく聞き入れ十分に満足してもらっており、信頼関
係は出来ている。

利用者は、その時々の状況や要望に応じ
た柔軟な支援により、安心して暮らせて
いる

入居者様一人一人の対応を考えながら支援をしていき、生き生きとした表情
や姿を見ることが出来る。喜怒哀楽の感情表現が豊かにできている。

一人一人の希望に合わせて寛いでもらい、生き生きとした暮らしが送れてい
る。

(自己
 評価)

利用者は、戸外の行きたいところへ出か
けている

(自己
 評価)

入居者様個別の可能な限りの希望に沿った所へ外出できるように支援をして
いる。

利用者と職員が、一緒にゆったりと過ご
す場面がある

(自己
 評価)

(自己
 評価)

入居者様が喜んでもらえるように、懐かしい唄を唄ったりすると生き生きし
て笑顔も出てきます。

Ⅴ．サービスの成果に関する項目

項　　目

88
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方
の意向を掴んでいる

取　り　組　み　の　成　果
（該当する箇所を○印で囲むこと）

判断した具体的根拠

入居者様一人一人の思いや願いを聞き入れ、リラックスした毎日を送っても
らっている。

89

90
利用者は、一人ひとりのペースで暮らし
ている

91
利用者は、職員が支援することで生き生
きした表情や姿がみられている

(自己
 評価)

92

93
利用者は、健康管理や医療面、安全面で
不安なく過ごせている

(自己
 評価)

連携医療機関と併設の為、健康面・医療面・安全面において安心して過ごせ
ている。

94
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項　　目
取　り　組　み　の　成　果

（該当する箇所を○印で囲むこと）
判断した具体的根拠

1 大いに増えている
② 少しずつ増えている
3 あまり増えていない
4 全くいない
① ほぼ全ての職員が
2 職員の２/３くらいが
3 職員の１/３くらいが
4 ほとんどいない
① ほぼ全ての利用者が
2 利用者の２/３くらいが
3 利用者の１/３くらいが
4 ほとんどいない
① ほぼ全ての家族等が
2 家族等の２/３くらいが
3 家族等の１/３くらいが
4 ほとんどできていない

　医療機関が併設のため、ご家族様からは「とても安心する」という意見を良く聞きます。
立地条件も良く、広い中庭で思い思いにゆったりと時間を過ごすことができ、季節の花を植えて一緒に水やりをしたり、眺めて季節感を味わうことができます。
また、中庭では主に年４回、地域の方々も招待して行事をしています。
行事は沢山のご家族様・近隣の方が集まり、とても楽しいと評判です。
行事の準備段階より、入居者様とご家族様が料理を作ったり飾りつけをするなど、普段はなかなかできない触れあいがもて、大切な時間となっています。
　月に１回生け花の先生が入居者様と一緒に生け花をしたり、三味線・お琴のボランティアの方やプロの歌手の慰問など生活に変化もあり、職員も家族同様に一緒に
楽しんでいます。
入居者様の人生に関わらせていただく喜びを胸に、毎日精一杯の介護をさせていただいてます。

【特に力を入れている点・アピールしたい点】
(この欄は、日々の実践の中で、事業所として力を入れて取り組んでいる点やアピールしたい点を記入してください。）

100
職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う

(自己
 評価)

ご家族様が来所されたときには十分に話を聞き、信頼関係が築けていると思
う。

99
職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う

(自己
 評価)

声かけをして意見・要望等を十分に取り入れていると思うので満足されてい
ると思う。

97

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりが拡がったり深ま
り、事業所の理解者や応援者が増えてい
る

(自己
 評価)

98 職員は、活き活きと働けている
(自己
 評価)

地域の方々が遊びに来たり、気軽に立ち寄ってくれるよう取り組んでいる。

無理の無い範囲でローテーションを組み、日々楽しく仕事が出来ていると思
う。

(自己評価)
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サービス評価自己評価項目  
  (評価項目の構成) 【記入方法】

　Ⅰ.理念に基づく運営
１．理念の共有

２．地域との支えあい

３．理念を実践するための制度の理解と活用 　●　　「取組みの事実」は必ず記入すること。

４．理念を実践するための体制

５．人材の育成と支援

  ※用語について

　Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援

　Ⅲ.その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント   ●職   員＝「職員」には、管理者および非常勤職員を含む。
１．一人ひとりの把握
２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と見直し
３．多機能性を活かした柔軟な支援
４．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働

　Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援
１．その人らしい暮らしの支援

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり

　Ⅴ．サービスの成果に関する項目

　（注）　自己評価について、誤字脱字等の記載誤り以外、外部評価機関が記載内容等を
　　　　　修正することはありません。

　●　指定認知症対応型共同生活介護の場合は、共同生活住居（ユニット）ごとに、管理者が
　　　 介護職員と協議の上記入すること。

　●　各自己評価項目について、「取組みの事実」を記入し、取組みたいに※を付け、適宜
        その内容を記入すること。

（別表第１の２）

自己評価及び外部評価結果表

すみれ

評価完了日

井出　美智子

平成 20 年 6 月 1 日

  ●家族等＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含む。
                   （他に「家族」に限定する項目がある）

  ●運営者＝事業所の具体的な経営・運営に関わる決定権を持つ、管理者より上位の
                  役職者（経営者と同義）。

  ●チーム＝一人の人を関係者が連携し、共通認識で取り組むという意。
                  関係者とは管理者・職員はもとより、家族、かかりつけ医、包括支援センターなど、
                  事業所以外で本人を支えている関係者を含む。

グループホーム菜の花

記入者（管理者）

氏　名

(ユニット名）

事業所名　

 

  ホップ 職員みんなで自己評価!
   ステップ 外部評価でブラッシュアップ!!
     ジャンプ 評価の公表で取組み内容をＰＲ!!!

　　　－サービス向上への３ステップ－
　　　“愛媛県地域密着型サービス評価”
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自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
　その人らしく暮らしていけるよう、事業所独自の理念
をつくりあげている。

(外部評価)
母体の診療所が地域に密着した医療活動を行っており、
その一環としてホームの運営がなされている。そのた
め、ホームの理念には、[地域」というキーワードは開
設当初から組み込まれ、運営の基盤となっている。

(自己評価)
　毎朝の朝礼で運営理念を唱和して、理解を深めてい
る。

(外部評価)
管理者や職員との話し合いでは言葉に迷いがなく、利用
者へのケアの質を向上させようとする意気込みを感じる
ことができる。そのベースには理念の理解と共有があ
り、理念の実践を行うために、日常的に話し合いが持た
れていることが分かる。

(自己評価)
　毎月1回、菜の花便りをご家族・地域にも発行してい
る。
運営推進委員会でも、報告して理解をしてもらってい
る。

　職員全員で話し合い、皆が納得のいく理念をつくって
いる。

0 0

0
　日々、理念および勤務マニュアルを唱和し、職員一同
が同じ目標に向かっていけるようにしている。

0 0

自 己 評 価 及 び 外 部 評 価 票　　　  　  　　　　　　【セル内での改行は「Alt+Enter」です。】

03

○家族や地域への理念の浸透
　事業所は、利用者が地域の中で暮らし続
けることを大切にした理念を、家族や地域
の人々に理解してもらえるよう取り組んで
いる

0

2

Ⅰ．理念に基づく運営

１．理念と共有

1

2

1

0

（別表第１）

○地域密着型サービスとしての理念
　地域の中でその人らしく暮らし続けるこ
とを支えていくサービスとして、事業所独
自の理念をつくりあげている

○理念の共有と日々の取り組み
　管理者と職員は、理念を共有し、理念の
実践に向けて日々取り組んでいる
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自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
　近隣の幼稚園・小学校・公的機関等と交流を深めてい
る。行事がある時は、地域の施設・スーパー等に告知し
て、参加を呼びかけている。

(自己評価)
　近隣の商店等と交流を行い、行事等の参加の呼びかけ
に、努めている。また、日常的な付き合いだけでなく、
広く意見を求めることもしている。

(外部評価)
近接している小学校や老人クラブとの交流が開設当初か
ら行われている。また、地域の清掃活動などにも積極的
に参加している。しかし、近隣に民家が少ないこともあ
り、ご近所付き合いという関係が地域と持てているとま
では言えない。また、母体診療所とともに地域との交流
を深めてきた経緯があるが、ホーム独自でのより深い地
域との交流が求められている。

(自己評価)
　地域のボランティア活動等を、包括支援センターや市
役所に問い合わせ、取り組む努力をしている。

(自己評価)
　毎日の介護の振り返りを行える機会であると、職員全
員が認識をしており、会議等で反省点をあげサービスの
質の向上につなげている。

(外部評価)
職員全員で評価項目を話し合ったものをユニットリー
ダーがまとめ、管理者がコメントを添えるという過程を
経て自己評価を行っている。管理者も職員も評価の意義
を理解しており、一年間の振り返りという意味をこめて
真摯な態度で取り組んでいる。

06

○事業所の力を活かした地域貢献
　利用者への支援を基盤に、事業所や職員
の状況や力に応じて、地域の高齢者等の暮
らしに役立つことがないか話し合い、取り
組んでいる

0

0

※

ホームが小学校の通学路にあるという立地を活かして利
用者が子どもたちの登下校を見守る等の地域貢献に取り
組んだり、職員が黒子となって利用者が主役のちょっと
したご近所付き合いができるような日常的な交流を支援
するなどの取り組みを期待したい。

0
　地域の自治会・老人会などの行う清掃などに、参加で
きるよう、先方から案内をもらい、可能な入居者様に、
参加いただいている。

4

○隣近所とのつきあい
　管理者や職員は、隣近所の人と気軽に声
をかけ合ったり、気軽に立ち寄ってもらえ
るような日常的なつきあいができるように
努めている

0

7

３．理念を実践するための制度の理解と活用

5

２．地域との支えあい

3

4

○地域とのつきあい
　事業所は孤立することなく地域の一員と
して、自治会、老人会、行事等、地域活動
に参加し、地元の人々と交流することに努
めている

○評価の意義の理解と活用
　運営者、管理者、職員は、自己評価及び
外部評価を実施する意義を理解し、評価を
活かして具体的な改善に取り組んでいる

0 0

0 0
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自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
　2ヶ月に1回地域の代表の方々、ご家族様等に集まって
いただき、話し合いのうえサービスの質の向上に努めて
いる。

(外部評価)
運営推進会議は回数を重ね、利用者や家族の参加も頻繁
にあることから、ホームの運営に定着していることがう
かがえる。ただ、併設している小規模多機能型居宅介護
事業所と合同で行っていることから全般的な議題になる
傾向があり、ホームの利用者に対する直接的な話し合い
が持たれているとまでは言えない。

(自己評価)
　市町村に出向き、介護だけに関わらず地域の様々な
サービスの情報を聞き、ホームで役立てている。

(外部評価)
市は、地域包括支援センターにグループホームの窓口を
一任しており、地域包括支援センターと運営推進会議以
外にも連携を図るよう積極的に取り組んでいる。

(自己評価)
　現在は該当者はいないが、県・市の勉強会に出させて
いただき制度の理解は進んでいる。

(自己評価)
　研修会等で学ぶ機会を持ち、ホームの全職員にフィー
ドバックして、高い意識を持ち防止に努めている。

8

9

5

10

0

11

○虐待の防止の徹底
　管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法
について学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や
事業所内で虐待が見過ごされることがない
よう注意を払い、防止に努めている

0

○運営推進会議を活かした取り組み
　運営推進会議では、利用者やサービスの
実際、評価への取り組み状況等について報
告や話し合いを行い、そこでの意見をサー
ビス向上に活かしている

※

　地域の方々の声が直接聞けるので、大事な意見はホー
ムに持ち帰り、職員間で話し合いをして、向上に努めて
いる。

地域の民生委員等の参加もお願いし、利用者と地域住民
がふれあえる機会を増やせるような会議の運営について
の検討を期待する。

0

0

0

0

○権利擁護に関する制度の理解と活用
　管理者や職員は、地域権利擁護事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々
の必要性を関係者と話し合い、必要な人に
はそれらを活用できるよう支援している

0

6

○市町村との連携
　事業所は、市町村担当者と運営推進会議
以外にも行き来する機会をつくり、市町村
とともにサービスの質の向上に取り組んで
いる

0

0
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自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
　入所契約時、十分な時間を取り説明を行い、理解を得
られるように努めている。

(自己評価)
　相談・苦情窓口を設置して対応をしている。
口頭でも入居者様が気軽に申し出せる体制が整ってい
る。

(自己評価)
　月に1度は生活状況・健康状況等、変化のある無しに
関わらず、詳しく説明をしている。また金銭管理簿の報
告をして、ご家族様にサインをもらっている。

(外部評価)
近隣に居住している家族が多く、面会も頻繁にある。管
理者や担当職員はその度に近況報告を行っており、月に
一回の定期報告でも金銭管理等について書面で報告して
いる。また、遠方の家族へは、定期報告以外にも電話等
で利用者の状況報告を行っている。

(自己評価)
　相談・苦情窓口を設置して対応をしている。
口頭でも入居者・ご家族様が、気軽に申し出る体制が
整っている。

(外部評価)
家族の意見や苦情は、まず利用者の担当職員が受けるよ
うにしている。管理者は、家族は苦情など言い出し難い
ものであると理解しているため、その受け皿として対応
するように努めている。また、法人事務長も機会あるご
とに家族に積極的に話しかけ、意見等を聞き、法人とし
て苦情や意見に対応するシステムを構築している。

15

14

12

４．理念を実践するための体制

7

○家族等への報告
　事業所での利用者の暮らしぶりや健康状
態、金銭管理、職員の異動等について、家
族等に定期的及び個々にあわせた報告をし
ている

○運営に関する家族等意見の反映
　家族等が意見、不満、苦情を管理者や職
員ならびに外部者へ表せる機会を設け、そ
れらを運営に反映させている

0 0

8

0 0

0
　苦情相談員を配置し、その都度ケース会議等を開催し
ている。

0

0
　苦情受付先・担当を施設内に掲示しており、申し出し
やすい雰囲気づくりをしている。

0 0

○契約に関する説明と納得
　契約を結んだり解約をする際は、利用者
や家族等の不安、疑問点を尋ね、十分な説
明を行い理解・納得を図っている

○運営に関する利用者意見の反映
　利用者が意見、不満、苦情を管理者や職
員ならびに外部者へ表せる機会を設け、そ
れらを運営に反映させている

0

13
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自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
　ミーティングや毎朝の朝礼時など、個々の職員が発言
できる機会を設け、反映させている。

(自己評価)
　特別な行事・外出時等、必要に応じた職員数を確保で
きるよう、努めている。

(自己評価)
　馴染みの関係が、できる限り続くように、異動には細
心の注意を払っている。

(外部評価)
職員の離職や異動は少なく、開設来の利用者との馴染み
の関係が築かれている。管理者は、職員に対して介護の
やりがいを伝えることが定着率を高めることにつながる
との信念で、職員に向き合っている。

(自己評価)
　県・市の勉強会や、資格取得等に積極的に参加して、
前向きに人を育てる環境ができている。

(外部評価)
研修等により職員の質を高めるような取り組みはなされ
ており、法人内でも組織的に勉強会を開催している。し
かし、研修の受講状況には職員間で偏りがみられる。

9

19 10

18

○職員の異動等による影響への配慮
　運営者は、利用者が馴染みの管理者や職
員による支援を受けられるように、異動や
離職を必要最小限に抑える努力をし、代わ
る場合は、利用者へのダメージを防ぐ配慮
をしている

○職員を育てる取り組み
　運営者は、管理者や職員を段階に応じて
育成するための計画をたて、法人内外の研
修を受ける機会の確保や、働きながらト
レーニングしていくことを進めている

※

職員のシフト状況は研修の受講状況に差が出ている要因
の一つであり、職員数の確保という運営基盤からの考察
も必要な時期と考えられる。また、シニア世代の職員が
多い傾向にあることから、若い世代の職員の育成にも組
織的に関わっていくことを期待する。

0 0

0
　管理者からの通知、もしくは自主的に研修会、法人内
の勉強会に、参加できる体制がある。

0
　申し送りノートの活用、当番を決めるなどの役割分担
で作業効率をあげ、勤務調整できるよう努力している。

0
　管理者が職員個々の性格等を把握して、やむをえない
場合は、ダメージを必要最小限に抑えるように、工夫し
ている。

17

○柔軟な対応に向けた勤務調整
　利用者や家族の状況の変化、要望に柔軟
な対応ができるよう、必要な時間帯に職員
を確保するための話し合いや勤務の調整に
努めている

○運営に関する職員意見の反映
　運営者や管理者は、運営に関する職員の
意見や提案を聞く機会を設け、反映させて
いる

16 0
　１ヶ月に１回、必ず職員のミーティングを開催してい
る。

５．人材の育成と支援
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自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
　勉強会・研修会に参加した時に積極的に情報交換を行
い、他施設の良いところを取り入れ、サービスの質の向
上に努めている。

(外部評価)
法人の診療所やデイサービス、小規模多機能型事業所な
どが隣接しているため、法人内の職員同士の交流は日常
的にあり、多方面の視点から利用者へのサービスの質の
向上を図っている。しかし、他の関係機関等との交流が
多いとまでは言えない。

(自己評価)
　職員同士で、気軽に話や付き合いができるよう、職場
外で食事会等の機会を設けている。

(自己評価)
　研修費用の事業所負担など、運営者からの支援を受
け、職員が向上心を持って働けるように努めている。

(自己評価)
　最初のアセスメント以降も、常に耳を傾け話をして、
言葉にならないニーズも見逃すことなく、できる限り入
居者様を理解する努力をしている。生活史に関しても詳
しく知るように努力している。

(自己評価)
　面会時等に、ご家族様のニーズを、職員がさりげなく
聞きだせるよう努力している。

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応

0

　アセスメント作成時、入居者様の希望等、深いところ
まで気づくよう、また言葉にならないサインにも目配
り・気配りをして、気づく努力をしている。

20 11

○同業者との交流を通じた向上
　運営者は、管理者や職員が地域の同業者
と交流する機会を持ち、ネットワークづく
りや勉強会、相互訪問等の活動を通じて、
サービスの質を向上させていく取り組みを
している

23

○初期に築く本人との信頼関係
　相談から利用に至るまでに本人が困って
いること、不安なこと、求めていること等
を本人自身からよく聴く機会をつくり、受
けとめる努力をしている

0

　ご家族様との信頼関係を密にし、気軽に話し合えるよ
うに努めている。

24

○初期に築く家族との信頼関係
　相談から利用に至るまでに家族等が困っ
ていること、不安なこと、求めていること
等をよく聴く機会をつくり、受けとめる努
力をしている

21

○職員のストレス軽減に向けた取り組み
　運営者は、管理者や職員のストレスを軽
減するための工夫や環境づくりに取り組ん
でいる

　職員の意識向上の為、研修会等への参加が、積極的に
できるよう支援している。

22

○向上心を持って働き続けるための取り組
み
　運営者は、管理者や職員個々の努力や実
績、勤務状況を把握し、各自が向上心を
持って働けるように努めている

0

※

他事業所の長所の発見は、利用者への直接的なサービス
の向上に有用と考えられるため、地域包括支援センター
等と協働して地域内に6～7か所ある他のホームとの交流
を深めていく取り組みを期待する。

0
　法人内の季節の行事等に参加し、相互理解を深め働き
やすい、職場環境をつくるよう努めている。

0 0
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自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
　アセスメントをしっかり行い、カンファレンス等では
ケアマネージャや、他職種の方にも参加を呼びかけ、必
要な支援を見極めるようにしている。

(自己評価)
　相談を受けた際、ホームの見学や職員・他の入居者様
と一緒に食事を食べてもらうなど、雰囲気に馴染めるよ
うに工夫している。また、体験利用も受け入れている。

(外部評価)
同法人にデイサービスや小規模多機能型事業所があるこ
とから、利用者が環境に徐々に慣れるような関わりがで
きるが、管理者は、人との関係がその人が馴染むかどう
かの重要なポイントであると考えており、職員の対応や
場の雰囲気づくりに余念がない。

(自己評価)
 介護する、される関係ではなく、同じ目線で寄り沿い
ながら、共に生活をして、支えあうような関係づくりを
目指している。

(外部評価)
管理者や職員は、共に支え合うためには利用者と同じ目
線であることが重要であると認識している。接し方の基
本を「自分に置きかえてみる」におき、絶えず基本に立
ち返ることを心がけている。共に過ごすためには「情」
が必要であるとの話に高い専門性が感じられる。

(自己評価)
　ご家族様の話を傾聴し、価値観が共有しあえる関係づ
くりが、できるように支援をしている。

○馴染みながらのサービス利用
　本人が安心し、納得した上でサービスを
利用するために、サービスをいきなり開始
するのではなく、職員や他の利用者、場の
雰囲気に徐々に馴染めるよう家族等と相談
しながら工夫している

0 0

0

26 12

27

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援

13

0
　様々な事を教えてもらうという、謙虚な姿勢でケアに
あたり、入居者様の価値観を尊重し、支えあう関係をつ
くる努力をしている。

※

共に過ごすためには「情」が必要であるとの話は、シニ
ア世代の職員だからこその人生経験が背景にある言葉で
あるが、引き継いでいく必要があるので、今後は若い世
代の職員の育成にも取り組んでいくことを期待する。

○本人と共に過ごし支えあう関係
　職員は、本人を介護される一方の立場に
おかず、一緒に過ごしながら喜怒哀楽を共
にし、本人から学んだり、支えあう関係を
築いている

0

　ご家族様と、情報交換をしながら、支援を行ってい
る。

28

○本人を共に支えあう家族との関係
　職員は、家族を支援される一方の立場に
おかず、喜怒哀楽を共にし、一緒に本人を
支えていく関係を築いている

0

25

○初期対応の見極めと支援
　相談を受けた時に、本人と家族が「その
時」まず必要としている支援を見極め、他
のサービス利用も含めた対応に努めている

0
　ケアマネージャー・職員間で話し合い、入居者様個々
に合わせた支援ができるよう、努めている。
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自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
　入居者・ご家族様が、ゆっくり楽しく話ができるよう
な雰囲気づくりと、お互いに必要だといつまでも感じあ
えるような、環境をつくる支援をしている。

(自己評価)
　自宅・自宅近くの馴染みの店等に、ご家族様の協力を
得て出かけたり、入居者様との関係が、途切れないよう
に配慮をしている。

(自己評価)
　個々の感性・価値観を尊重し、共同生活がマイナスと
ならないように工夫している。

(自己評価)
　併設の医療機関や、小規模多機能に移行し在宅生活が
始まっても、声かけをしてホームに遊びに来てもらえる
ような、関係づくりを目指している。

(自己評価)
　入居者様の生活履歴を把握し、希望・意向に沿った生
活ができるよう支援をしている。

(外部評価)
管理者や職員は利用者との生活が長く、利用者個々の希
望や意向を言葉でなくても把握できる関係ができている
ため、認知症が進んでいる利用者に対しても、本人本位
の生活支援が行われている。しかし、今後職員が代わっ
た場合に、利用者の理解を深める手段が整っている状態
とは言えない。

32

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

１．一人ひとりの把握

1433

0
　入居者様の意思伝達が困難な場合は、ご家族様と話し
合い、意向を把握して、その方らしい生活が送れる支援
をしている。

※

管理者は、センター方式のシートで利用者の情報整理を
始めているので、取り組みを進めていくことを期待す
る。また、利用者の情報は職員が把握していることも多
いため、誰でも書き込めるような様式の活用方法の検討
を望む。

○関係を断ち切らない取り組み
　サービス利用（契約）が終了しても、継
続的な関わりを必要とする利用者や家族に
は、関係を断ち切らないつきあいを大切に
している

0

○思いや意向の把握
　一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意
向の把握に努めている。困難な場合は、本
人本位に検討している

0

　時には、職員も会話の中に入り、同じ話題で支えあい
孤立しないよう、支援している。

0

31

○利用者同士の関係の支援
　利用者同士の関係を把握し、一人ひとり
が孤立せずに利用者同士が関わり合い、支
え合えるように努めている

0

30

○馴染みの人や場との関係継続の支援
　本人がこれまで大切にしてきた馴染みの
人や場所との関係が途切れないよう、支援
に努めている

0

29

○本人と家族のよりよい関係に向けた支援
　これまでの本人と家族との関係の理解に
努め、より良い関係が築いていけるように
支援している

0 0
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自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
　十分なアセスメントを行い、入居者様を良く知る努力
をしている。

(自己評価)
　出来ること、出来ないことの把握をして、入居者様の
生活の質が良くなるように支援している。
日々、モニタリングして記録に残している。

(自己評価)
　カンファレンス等、ご家族様の参加により、具体的な
意見や要望を取り入れ、より入居者様の立場にたった計
画作成ができるようになった。

(外部評価)
0

(自己評価)
　計画期間・急激な変化に応じ、計画の見直しを適時
行っている。

(外部評価)
利用者の担当職員が日々の介護記録をミーティング前に
1か月分要約し、介護計画と照らし合わせながら利用者
の生活を見直している。介護計画の定期的な見直しは３
か月となっているが、毎月記録を整理することで客観的
な視点をもてており、見直しのタイミングを検討する目
安にもなっている。

37 16

15

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と見直し

○チームでつくる利用者本位の介護計画
　本人がより良く暮らすための課題とケア
のあり方について、本人、家族、必要な関
係者と話し合い、それぞれの意見やアイ
ディアを反映した介護計画を作成している

36

0
　入居者・ご家族様に、見直しが必要である場合は、現
状に合った介護計画の内容を説明し、同意を得て新しい
計画をたてている。

※
記録の見直しが全般的な内容となっている傾向があり、
介護計画に焦点を当てて見直すとよりよい記録となると
思われるので、検討を期待する。

○現状に即した介護計画の見直し
　介護計画の期間に応じて見直しを行うと
ともに、見直し以前に対応できない変化が
生じた場合は、本人、家族、必要な関係者
と話し合い、現状に即した新たな計画を作
成している

0 0

0 0

○これまでの暮らしの把握
　一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし
方、生活環境、これまでのサービス利用の
経過等の把握に努めている

0 0

0 0

○暮らしの現状の把握
　一人ひとりの一日の過ごし方、心身状
態、有する力等の現状を総合的に把握する
ように努めている

34

35
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自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
　月に１回、ユニットごとのミーティングと、全ユニッ
トのミーティングを開催している。また、申し送り等で
情報の共有に、努めている。

(自己評価)
　外泊や在宅での生活を希望される場合などは、身体状
況に鑑み、併設の小規模・多機能に移行し、在宅での生
活が送れるよう支援をしている。

(外部評価)
同法人のデイサービスや小規模多機能型事業所、診療所
のリハビリテーションなど、多機能な施設のネットワー
クがあるので、利用者の様々な要望にこたえることがで
きる。診療所の看護師とも連携し、医療的な機能も充実
している。

(自己評価)
　毎日の生活の中で必要となるものは、連携を図ってい
る。

(自己評価)
入居者様の状況・意向に応じ、適切なサービスが受けら
れるように支援をしている。

(自己評価)
　現在、該当する入居者様はいないが、成年後見制度等
が必要となる場合は、制度が活用できるよう環境を整え
る努力をしている。

1739

38

３．多機能性を活かした柔軟な支援

○事業所の多機能性を活かした支援
　本人や家族の状況、その時々の要望に応
じて、事業所の多機能性を活かした柔軟な
支援をしている

４．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働

40

　地域包括支援センターの役割等、より多くの知識を得
て、入居者様が地域の中で暮らしていくうえで、必要と
なる学習を重ねたい。

0 0

0 0

42

○地域包括支援センターとの協働
　本人の意向や必要性に応じて、権利擁護
や総合的かつ長期的なケアマネジメント等
について、地域包括支援センターと協働し
ている

※

○地域資源との協働
　本人の意向や必要性に応じて、民生委員
やボランティア、警察、消防、文化・教育
機関等と協力しながら支援している

41

○他のサービスの活用支援
　本人の意向や必要性に応じて、地域の他
のケアマネジャーやサービス事業者と話し
合い、他のサービスを利用するための支援
をしている

0
　常に小規模多機能とは連携を取り、情報交換をしてい
る。

0 0

○個別の記録と実践への反映
　日々の様子やケアの実践・結果、気づき
や工夫を個別記録に記入し、情報を共有し
ながら実践や介護計画の見直しに活かして
いる

0
　日々の生活状況等、観察記録を活用し、介護計画の見
直しをしている。
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自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
　併設している連携医療機関の、週1回の往診等によ
り、ご家族様・医師との連携をとり、信頼関係を築いて
いる。

(外部評価)
母体診療所の院長が地域医療に力を入れており、利用者
もかかりつけ医としての信頼からホームを利用している
ケースが多い。かかりつけ医が地域の要請に応じて設立
したホームと言え、利用者と院長とには信頼関係が構築
されている。

(自己評価)
　併設の医療機関の医師が専門医のため、診断や治療は
安心して受けられる。

(自己評価)
　併設している連携医療機関と、常に連絡をとりあって
いる。

(自己評価)
　併設している医療機関と連絡をとりあい、入院時も早
期の退院を目指し、日常生活に戻れるよう、努力する支
援をしている。入院中は、頻繁に声かけをしに行き、安
心感がもてるようにしている。

(自己評価)
　連携医療機関が併設なので、ご家族・医師と話し合
い、ターミナルケアを目指している。

(外部評価)
運営者の方針で、ホームを終の棲家として位置づけてお
り、ホームと隣接の診療所とは日常的に密な連携があ
る。利用者のターミナルケアの実践も積んでおり、厳し
さや家族の協力の重要性なども理解している。職員に
は、厳しい勤務体制となることを承知しながら、ターミ
ナルケアの実績が基盤となった余裕が見られる。

47 19

46

43

○認知症の専門医等の受診支援
　専門医等認知症に詳しい医師と関係を築
きながら、職員が相談したり、利用者が認
知症に関する診断や治療を受けられるよう
支援している

0 0

○重度化や終末期に向けた方針の共有
　重度化した場合や終末期のあり方につい
て、できるだけ早い段階から本人や家族等
ならびにかかりつけ医等と繰り返し話し合
い、全員で方針を共有している 0

○早期退院に向けた医療機関との協働
　利用者が入院した時に安心して過ごせる
よう、また、できるだけ早期に退院できる
ように、病院関係者との情報交換や相談に
努めている。あるいは、そうした場合に備
えて連携している

0
　入居者様・ご家族様の意見を尊重し、終末期のあり方
について十分な話し合いをし、全員で方針を共有してい
る。

0

0 0

0
　日常の健康管理や、医療活用を密に連絡をとりあいな
がら、支援をしている。

○看護職との協働
　利用者をよく知る看護職員あるいは地域
の看護職と気軽に相談しながら、日常の健
康管理や医療活用の支援をしている

44

45

0 0

18

0
　病状・体調の変化時は、医師およびご家族様にも連絡
を速やかにとり、適切な医療が受けられるよう、支援し
ている。

○かかりつけ医の受診支援
　本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を
築きながら、適切な医療を受けられるよう
に支援している
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自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
　連携医療機関・ご家族様と連携をとりながら、医師、
看護職、介護職の職員がミーティングをし、協力のうえ
ターミナルケアに取り組む努力をしている。

(自己評価)
　住み替え時には、ご家族様の了解を得て十分な情報提
供を行い、ケア関係者間で話し合いダメージが防げるよ
うに支援をしている。

(自己評価)
　個々に合わせた言葉遣いや対応をし、個人の情報等は
外部に漏らさない、持ち出さないように徹底している。

(外部評価)
意思表示の難しい利用者にも丁寧に言葉かけを行ってい
る。利用者への対応も、個々の状態や生活歴等を踏まえ
て適宜見直している。利用者に安心感を与えるために、
利用者の呼び名一つも職員間で統一しようと話し合いを
持っている。個人記録も適切に管理している。

(自己評価)
　できる限り、自己決定できる場面をつくり、納得して
暮らせるように支援をしている。

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

○重度化や終末期に向けたチームでの支援
　重度や終末期の利用者が日々をより良く
暮らせるために、事業所の「できること・
できないこと」を見極め、かかりつけ医と
ともにチームとしての支援に取り組んでい
る。あるいは、今後の変化に備えて検討や
準備を行っている

0

１．その人らしい暮らしの支援

（１）一人ひとりの尊重

○プライバシーの確保の徹底
　一人ひとりの誇りやプライバシーを損ね
るような言葉かけや対応、記録等の個人情
報の取り扱いをしていない

20

0 0

0 0

　連携医療機関とは、２４時間いつでも連絡がとれるよ
うになっている。

51

○利用者の希望の表出や自己決定の支援
　本人が思いや希望を表せるように働きか
けたり、わかる力に合わせた説明を行い、
自分で決めたり納得しながら暮らせるよう
に支援をしている

50

0

0
　ご家族様の来所時等、必要に応じて個室で話し合って
もらう等、個人情報・書類等は持ち出しは禁止になって
いる。

49

○住み替え時の協働によるダメージの防止
　本人が自宅やグループホームから別の居
所へ移り住む際、家族及び本人に関わるケ
ア関係者間で十分な話し合いや情報交換を
行い、住み替えによるダメージを防ぐこと
に努めている

0

48
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自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
　職員の都合ではなく、その方に合ったペース、希望を
聞きながら支援している。

(外部評価)
生活のリズムを守るために一日の大きな流れは決まって
いるが、利用者に生活を楽しんでもらうということが優
先されている。医療的行為やリハビリテーションが必要
な利用者にはケアが優先される場合が多いため、職員や
診療所のスタッフはゆっくりと利用者を促すような対応
を行っている。

(自己評価)
　衣類等は、入居者様の希望を取り入れ、理美容は行き
つけの店に行く、また訪問等の地域のインフォーマル
サービスを活用している。

(自己評価)
　介助を必要とするご入居者様が多いため、一緒に食事
を摂るのは難しい。全員とはいかないが、可能な職員が
一緒に食事をしたり、準備や片付けをしている。

(外部評価)
一対一での食事介助が必要な利用者が多いため、全員同
時にテーブルに着くことは難しいが、職員は、食事中は
もちろん準備や片づけ時にも目配せや声かけを行い、楽
しい雰囲気づくりに心がけている。また、準備中の匂い
が生活感を醸し出すとの考えから、重介護で職員配置が
厳しくなっても手作りにこだわるとの話には、「食事が
楽しみ」という利用者の要望に応えようとしている姿勢
が感じられる。

(自己評価)
　お酒・タバコを希望される方は現在いないが、飲み
物・おやつは、その方の好みに合ったものを提供して楽
しんでもらっている。

0 0

0 0

○食事を楽しむことのできる支援
　食事が楽しみなものになるよう、一人ひ
とりの好みや力を活かしながら、利用者と
職員が一緒に準備や食事、片付けをしてい
る

（２）その人らしい暮らしを続けるための基本的な生活の支援

52

0 0

21

0 0

0 0

0

55

○本人の嗜好の支援
　本人が望むお酒、飲み物、おやつ、たば
こ等、好みのものを一人ひとりの状況に合
わせて日常的に楽しめるよう支援している

22

0

54

53

○身だしなみやおしゃれの支援
　その人らしい身だしなみやおしゃれがで
きるように支援し、理容･美容は本人の望む
店に行けるように努めている

○日々のその人らしい暮らし
　職員側の決まりや都合を優先するのでは
なく、一人ひとりのペースを大切にし、そ
の日をどのように過ごしたいか、希望に
そって支援している
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自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
　個々の力や排泄パターンを把握し、自尊心を傷つけな
いように支援をしている。

(自己評価)
　入居者様の希望に応じ入浴支援を行い、拒む方には拒
否の原因を探り、無理強いさせることなく、入浴が楽し
めるように支援をしている。

(外部評価)
入浴は、タイミングや回数は利用者の希望に沿うように
行われている。管理者は、入浴は身体を清潔に保つこと
以外に、本人が安らぎを得る場であり、利用者と職員が
信頼関係を構築する場でもあるとして、ケアのポイント
として重要視している。

(自己評価)
　日中はできる限り、遊びリテーションや趣味等で活動
的に過ごしてもらい、昼夜逆転を防ぎ安心して気持ちよ
く眠れるように、支援している。

(自己評価)
　個々の得意な分野を活かし、生活の中で役割が持てる
ように支援をしている。

(外部評価)
管理者や職員は、一緒に生活している時間の長さから、
利用者の好みやできること等について深く把握してい
る。共同生活が基本の中で、時々の気晴らしは個々の生
活を保持するために重要であると考えており、身体的条
件で動きの難しい利用者に対しては、道化師的な役割も
果たしている。

57

59

○入浴を楽しむことができる支援
　曜日や時間帯を職員の都合で決めてしま
わずに、一人ひとりの希望やタイミングに
合わせて、入浴を楽しめるように支援して
いる

○役割、楽しみごと、気晴らしの支援
　張り合いや喜びのある日々を過ごせるよ
うに、一人ひとりの生活歴や力を活かした
役割、楽しみごと、気晴らしの支援をして
いる

○安眠や休息の支援
　一人ひとりの生活習慣やその時々の状況
に応じて、安心して気持ちよく休息したり
眠れるよう支援している

24

23

0

0

0
　掃除・洗濯・配膳等、個々の能力に応じ、できるだけ
楽しく生きがいをもって、暮らせる支援をしている。

0 0

（３）その人らしい暮らしを続けるための社会的な生活の支援

58 0

0
　ひとりひとりの、生活パターンに合った入浴が楽しめ
るよう、支援している。

0 0

　失敗してもさりげなくフォローをし、自尊心を傷つけ
ないように工夫をして、気持ちよく排泄出来るように支
援している。

56

○気持よい排泄の支援
　排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一
人ひとりの力や排泄のパターン、習慣を活
かして気持ちよく排泄できるよう支援して
いる
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自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
　入居者様の能力に応じ、お金を所持して意味や使用す
るということを、忘れないように支援している。

(自己評価)
　その日の体調を見ながら、可能な限り外出支援を行
い、季節の移り変わりを楽しんでもらっている。

(外部評価)
３ユニットが中庭を三角に囲み、気軽に外気に当たる場
所として日常的に活用している。散歩も気晴らしの一環
として日課としている。しかし、車いす介助や見守り介
助などで一対一での外出が増えてきているため、利用者
により外出の頻度に差が出はじめている。職員数やシフ
トにも限界があり、早めの対策が必要と考えられる。

(自己評価)
　時間をつくり、身体状況等を考慮したうえで、調整を
して出かけられる支援をしている。

(自己評価)
　要望がある方には支援を実施しており、無い方にも関
係が途切れないよう、声かけし支援をしている。

(自己評価)
　気持ちよく過ごせる、雰囲気づくりをしている。

60

61 25

○日常的な外出支援
　事業所の中だけで過ごさずに、一人ひと
りのその日の希望にそって、戸外に出かけ
られるよう支援している

○お金の所持や使うことの支援
　職員は、本人がお金を持つことの大切さ
を理解しており、一人ひとりの希望や力に
応じて、お金を所持したり使えるように支
援している

064

○家族や馴染みの人の訪問支援
　家族、知人、友人等、本人の馴染みの人
たちが、いつでも気軽に訪問でき、居心地
よく過ごせるよう工夫している

0

　普段外出ができない入居者様は、時々ご家族様同伴で
外出ができるよう、協力してもらっている。

63

○電話や手紙の支援
　家族や大切な人に本人自らが電話をした
り、手紙のやり取りができるように支援を
している

0
　誕生日会や行事等は、ご家族様に案内状を送り支援を
している。

62

○普段行けない場所への外出支援
　一人ひとりが行ってみたい普段は行けな
いところに、個別あるいは他の利用者や家
族とともに出かけられる機会をつくり、支
援している

0

0 0

※
外出支援として老人クラブや民生委員等に協力を依頼す
るなど、地域資源の有効な活用についての検討を期待す
る。

0
　近所のスーパー等で買い物をする時、入居者様の手に
お金を渡し、支払いをしてお釣りをもらうという、お金
の大切さ・意味を理解してもらっている。
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自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
　全ての職員が身体拘束の弊害を理解をしており、禁止
の対象となる行為をしないようにしている。

(自己評価)
　入居者様・ご家族様に、心理的圧迫を与えないよう
に、居室や日中の玄関は施錠していない。
外玄関は不審者の侵入を防ぐなど、入居者様の防犯・安
全上施錠している。

(外部評価)
調査日は、入居から10日目の利用者が不穏な状態にあっ
ため、一つのユニットでリビングの鍵がかけられていた
が、一過性であることとその理由を利用者や家族等に説
明している。管理者は鍵を外すタイミングを見計らって
おり、鍵を掛ける弊害は理解している。

(自己評価)
　居室の扉が半透明なので、入居者様が居室側から鍵を
かけて休まれる場合でも、居室の中の様子を定期的に観
察している。

(自己評価)
　入居者様の状態に応じて見守り、声かけし対応ををし
ている。

(自己評価)
　服薬チェック表をつくり毎回確認をしており、事故防
止のための勉強会も開催するなど、取り組んでいる。

2666

67

68

（４）安心と安全を支える支援

○事故防止のための取り組み
　転倒、窒息、誤薬、行方不明、火災等を
防ぐための知識を学び、一人ひとりの状態
に応じた事故防止に取り組んでいる

○鍵をかけないケアの実践
　運営者及び全ての職員が、居室や日中玄
関に鍵をかけることの弊害を理解してお
り、鍵をかけないケアに取り組んでいる

○注意の必要な物品の保管・管理
　注意の必要な物品を一律になくすのでは
なく、一人ひとりの状態に応じて、危険を
防ぐ取り組みをしている

○利用者の安全確認
　職員は本人のプライバシーに配慮しなが
ら、昼夜通して利用者の所在や様子を把握
し、安全に配慮している

0
　食事は入居者様の状況に応じて、キザミ・ミキサー食
等にするなど、工夫している。

69

0

0
　基本的に施錠はしない取り組みをしているが、やむを
えない場合はご家族様に説明をし、理解を得られるよう
に努めている。

0 0

　特に注意が必要な物などは、入居者様の目に触れない
所に管理・保管している。

0 0

65

○身体拘束をしないケアの実践
　運営者及び全ての職員が「介護保険法指
定基準における禁止の対象となる具体的な
行為」を正しく理解しており、身体拘束を
しないケアに取り組んでいる

0 0
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自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
　救命救急等の、勉強会を定期的に行い、急変や事故発
生時に日頃から備えている。

(自己評価)
　防災マニュアルを作成し、年2回東温消防署の指導、
および訓練を受けている。地域の方々の協力も得られる
ように働きかけている。

(外部評価)
もしものときの避難には、建物が平屋で周辺もゆっくり
とした庭があり、安心感がある。また、防災マニュアル
の作成、年二回の消防署との訓練などを行っている。防
災については、ホームだけでなく法人全体で地域ととも
に取り組んでいる。

(自己評価)
　入居時に起こりうるリスクについては、ご家族様に説
明し、納得してもらえるよう努力している。

(自己評価)
　体調の変化や異常に対し早期発見できるよう、常に見
守りをして、変化に気づいた時は、速やかに対応をして
いる。

(自己評価)
　入居者様、個々の服用している薬は把握しており、用
法・用量なども理解できている。また薬情等により、副
作用や注意事項も確認している。

71 27

○災害対策
　火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を
問わず利用者が避難できる方法を身につ
け、日ごろより地域の人々の協力を得られ
るよう働きかけている

○急変や事故発生時の備え
　利用者の急変や事故発生時に備え、全て
の職員が応急手当や初期対応の訓練を定期
的に行っている

0074

○服薬支援
　職員は、一人ひとりが使用している薬の
目的や副作用、用法や用量について理解し
ており、服薬の支援と症状の変化の確認に
努めている

　連携医療機関が併設のため、体調の変化や異常に気づ
いた時は、速やかに病院へ連絡をし、24時間対応できる
体制が整っている。

（５）その人らしい暮らしを続けるための健康面の支援

72

○リスク対応に関する家族等との話し合い
　一人ひとりに起こり得るリスクについて
家族等に説明し、抑圧感のない暮らしを大
切にした対応策を話し合っている

73

○体調変化の早期発見と対応
　一人ひとりの体調の変化や異変の発見に
努め、気付いた際には速やかに情報を共有
し、対応に結び付けている

0

0 0

0
　東温消防署より、年１回救命救急の講習を開催しても
らい、職員全員が緊急時に対応ができるように勉強をし
ている。

※
　地域の方々の協力を得て、災害時の訓練を一緒に行え
るように、取り組んでいきたい。

0 0

70
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自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
　入居者様の便秘の原因、排泄の状況を理解し、予防と
対策に取り組んでいる。

(自己評価)
　歯磨きチェック表を使用し、毎食後口腔ケアができて
いるか記録し、できていない方には声かけをし、ケアし
ている。

(自己評価)
　個々の食事量、栄養のバランス等、栄養士の指導に
て、必要量を摂取できるよう支援をしている。

(外部評価)
法人の栄養士による栄養バランスの管理が行われてお
り、旬の食材で食事を提供している。刻み食やとろみ食
の利用者に対しても、それぞれのユニットで一人ひとり
の状態に合わせて提供している。水分摂取量もチェック
している。

(自己評価)
　併設の医療機関で行う、月1回の感染症対策委員会に
出席させてもらい、理解を深めている。また感染症マ
ニュアルを、定期的に全職員が確認している。

(自己評価)
　新鮮な食材を使用し、食中毒の予防に努めている。調
理器具等はマニュアルに沿って衛生管理している。また
定期的に事前の検食も実施している。

28

○栄養摂取や水分確保の支援
　食べる量や栄養バランス、水分量が一日
を通じて確保できるよう、一人ひとりの状
態や力、習慣に応じた支援をしている

○便秘の予防と対応
　職員は、便秘の原因や及ぼす影響を理解
し、予防と対応のための飲食物の工夫や身
体を動かす働きかけ等に取り組んでいる

77

79

○食材の管理
　食中毒の予防のために、生活の場として
の台所、調理用具等の衛生管理を行い、新
鮮で安全な食材の使用と管理に努めている

0

0 0

0

　週１回必ず、食材チェック・調理施設のチェックを行
い、賞味期限の確認や衛生管理を、徹底している。

78

○感染症予防
　感染症に対する予防や対応の取り決めが
あり、実行している（インフルエンザ、疥
癬、肝炎、ＭＲＳＡ、ノロウイルス等）

0

　バランスのとれたおかず、繊維の多い食品を摂取して
もらい、水分もしっかり摂取してもらえるよう、確認表
を使用し取り組んでいる。

　居室に、口腔ケアチェック表を貼り、入居者様自身に
も意識してもらえるよう、工夫をしている。

0
　入居者様の好き嫌い等も把握して、バランスよく食事
が摂れるよう支援をしている。

76

○口腔内の清潔保持
　口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎
食後、一人ひとりの口腔状態や力に応じた
支援をしている

0

0

75
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自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
　日中は施錠せずに、入居者様の動きを把握し、安全性
にも十分配慮している。

(自己評価)
　畳の敷いてあるスペース、座って庭を眺められるソ
ファーの配置など、ゆったりと過ごせる空間をつくる工
夫をしている。

(外部評価)
各ユニットとも中庭を面して大きな窓を設えており、
デッキを組み合わせた広がりのある共用スペースであ
る。ユニットにより、リビングが吹き抜けで空間的にも
ゆとりがある。居室前の廊下も掃き出しの窓があり、ひ
とつの居場所としても活用できる。

(自己評価)
　個々の思いが叶うように、工夫をしている。

(自己評価)
　長い間使い慣れたもの、思い出の品等を持ち込んでも
らい、居心地良く過ごせる工夫をしている。

(外部評価)
利用者により、ホームが用意したもの、自分が持ってき
なものと様々な部屋があるが、どの部屋も温かみのある
設えである。家族の写真や手作りの作品などで個性豊か
なインテリアとなっている。

81 29

83

○居心地のよい共用空間づくり
　共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、
食堂、浴室、トイレ等）は、利用者にとっ
て不快な音や光がないように配慮し、生活
感や季節感を採り入れて、居心地よく過ご
せるような工夫をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮
　居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家
族と相談しながら、使い慣れたものや好み
のものを活かして、本人が居心地よく過ご
せるような工夫をしている

30

82

○共用空間における一人ひとりの居場所づ
くり
　共用空間の中には、独りになれたり、気
の合った利用者同士で思い思いに過ごせる
ような居場所の工夫をしている

0 0

0 0

0 0

0
　ホームから一歩出ると、明るい庭が広がっており、そ
こから差し込むやわらかい日差しが、包み込む｢家」の
構造になっている。

0 0

　庭には季節の花、周囲には竹を植え、親しみやすい雰
囲気になるよう、工夫している。

（１）居心地のよい環境づくり

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり

80

○安心して出入りできる玄関まわりの工夫
　利用者や家族、近隣の人等にとって親し
みやすく、安心して出入りができるよう
に、玄関や建物周囲の工夫をしている

0
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自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
　天気の良い日などは毎朝窓を開放し、空気の入れ替え
をしている。入居者様の感覚に合わせた温度調節を行
い、快適に過ごせるよう努めている。

(自己評価)
　トイレ・風呂場・廊下・玄関等に手すりを設け、安全
に移動できるようにしている。

(自己評価)
　失敗させない環境をつくり、自信が持てるよう支援を
している。

(自己評価)
　建物の周りには植物、中庭には季節の花を植えて、入
居者様と水やりを一緒にするなど、楽しんでいる。

(注)

２　全ての自己評価又は外部評価の項目に関し、具体的に記入すること。

0

（２）本人の力の発揮と安全を支える環境づくり

84

○換気・空調の配慮
　気になるにおいや空気のよどみがないよ
う換気に努め、温度調節は、外気温と大き
な差がないよう配慮し、利用者の状況に応
じてこまめに行っている

85

１　　　　　　部分は自己評価と外部評価の共通評価項目。

○身体機能を活かした安全な環境づくり
　建物内部は一人ひとりの身体機能を活か
して、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している

0

0

0 0

86

○わかる力を活かした環境づくり
　一人ひとりのわかる力を活かして、混乱
や失敗を防ぎ、自立して暮らせるように工
夫している

87
○建物の外周りや空間の活用
　建物の外周りやべランダを利用者が楽し
んだり、活動できるように活かしている

0 0

0

45 愛媛県社会福祉協議会　利用者支援班



愛媛県　菜の花 平成２０年９月１０日

① ほぼ全ての利用者の
2 利用者の２/３くらいの
3 利用者の１/３くらいの
4 ほとんど掴んでいない
① 毎日ある
2 数日に１回程度ある
3 たまにある
4 ほとんどない
① ほぼ全ての利用者が
2 利用者の２/３くらいが
3 利用者の１/３くらいが
4 ほとんどいない
① ほぼ全ての利用者が
2 利用者の２/３くらいが
3 利用者の１/３くらいが
4 ほとんどいない
1 ほぼ全ての利用者が
2 利用者の２/３くらいが
③ 利用者の１/３くらいが
4 ほとんどいない
① ほぼ全ての利用者が
2 利用者の２/３くらいが
3 利用者の１/３くらいが
4 ほとんどいない
① ほぼ全ての利用者が
2 利用者の２/３くらいが
3 利用者の１/３くらいが
4 ほとんどいない
① ほぼ全ての家族と
2 家族の２/３くらいと
3 家族の１/３くらいと
4 ほとんどできていない
1 ほぼ毎日のように
② 数日に1回程度
3 たまに
4 ほとんどない

(自己
 評価)

92

93
利用者は、健康管理や医療面、安全面で
不安なく過ごせている

(自己
 評価)

　併設している連携医療機関との連絡は、しっかり取れていて健康管理等不
安なく過ごせている。

94

89

90
利用者は、一人ひとりのペースで暮らし
ている

91
利用者は、職員が支援することで生き生
きした表情や姿がみられている

Ⅴ．サービスの成果に関する項目

項　　目

88
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方
の意向を掴んでいる

取　り　組　み　の　成　果
（該当する箇所を○印で囲むこと）

判断した具体的根拠

 十分なアセスメントで生活史等も把握しそれと日頃のご家族様からの聞き
とりで思いは掴んでいる。

　個々の性格・感情を把握し、個別支援を行うことにより、自信を持ち生き
生きとした表情をみることは多い。

　個々の価値観・生活観を尊重し、職員の都合になることのないように支援
している。

(自己
 評価)

利用者は、戸外の行きたいところへ出か
けている

(自己
 評価)

　身体状況によりなかなか外出が難しい方もいるが、出来うる限り外の空気
に触れられるよう近所の散歩等を積極的に行っている。

利用者と職員が、一緒にゆったりと過ご
す場面がある

(自己
 評価)

(自己
 評価)

　入居者の方々と一緒に、昔懐かしい歌を唄ったり、お話をしたりと、入居
者の方々とゆっくり過ごす時間を大事にしている。

(自己
 評価)

事業所としてできうることは行い、外泊や在宅復帰等も含め柔軟な対応をす
るように心がけている。

95
職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている

(自己
 評価)

　家族さんが意見・要望を言いやすい雰囲気を作り苦情箱等も設置してい
る。何でも話し合える関係作りが出来ている。

利用者は、その時々の状況や要望に応じ
た柔軟な支援により、安心して暮らせて
いる

96
通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている

(自己
 評価)

　知人・友人さん等来所され、畑で取れた作物を持ってきて貰える事もあ
る。馴染みの関係がとぎれないように電話等で来所を呼びかけている。
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項　　目
取　り　組　み　の　成　果

（該当する箇所を○印で囲むこと）
判断した具体的根拠

1 大いに増えている
② 少しずつ増えている
3 あまり増えていない
4 全くいない
① ほぼ全ての職員が
2 職員の２/３くらいが
3 職員の１/３くらいが
4 ほとんどいない
① ほぼ全ての利用者が
2 利用者の２/３くらいが
3 利用者の１/３くらいが
4 ほとんどいない
① ほぼ全ての家族等が
2 家族等の２/３くらいが
3 家族等の１/３くらいが
4 ほとんどできていない

　運営推進会議を何回か行いグループホームの理念や目指していることへの
理解は進んだと思う。これからはメンバーに行事等に参加してもらいもっと
理解が深まるように努力していきたい。

　事業所として資格取得や研修参加に積極的であり、皆が理念に基づき介護
を行い方向性を一つにする事ができ、高いモチベーションを持ち働けている
と思う。

(自己評価)

97

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりが拡がったり深ま
り、事業所の理解者や応援者が増えてい
る

(自己
 評価)

98 職員は、活き活きと働けている
(自己
 評価)

99
職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う

(自己
 評価)

　利用者の方のなにげない安心した笑顔が、日々みられるようにケアしてい
て、笑い声・笑顔が多いと思う。

　医療機関が併設のため、ご家族様からは「とても安心する」という意見を良く聞きます。
立地条件も良く、広い中庭で思い思いにゆったりと時間を過ごすことができ、季節の花を植えて一緒に水やりをしたり、眺めて季節感を味わうことができます。
また、中庭では主に年４回、地域の方々も招待して行事をしています。
行事は沢山のご家族様・近隣の方が集まり、とても楽しいと評判です。
行事の準備段階より、入居者様とご家族様が料理を作ったり飾りつけをするなど、普段はなかなかできない触れあいがもて、大切な時間となっています。
　月に１回生け花の先生が入居者様と一緒に生け花をしたり、三味線・お琴のボランティアの方やプロの歌手の慰問など生活に変化もあり、職員も家族同様に一緒に
楽しんでいます。
入居者様の人生に関わらせていただく喜びを胸に、毎日精一杯の介護をさせていただいてます。

【特に力を入れている点・アピールしたい点】
(この欄は、日々の実践の中で、事業所として力を入れて取り組んでいる点やアピールしたい点を記入してください。）

100
職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う

(自己
 評価)

　ご家族の方から感謝の言葉もあり、要望や意見などもたくさん気兼ねなく
言ってくださり信頼関係は築けていると思う。
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サービス評価自己評価項目  
  (評価項目の構成) 【記入方法】

　Ⅰ.理念に基づく運営
１．理念の共有

２．地域との支えあい

３．理念を実践するための制度の理解と活用 　●　　「取組みの事実」は必ず記入すること。

４．理念を実践するための体制

５．人材の育成と支援

  ※用語について

　Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援

　Ⅲ.その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント   ●職   員＝「職員」には、管理者および非常勤職員を含む。
１．一人ひとりの把握
２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と見直し
３．多機能性を活かした柔軟な支援
４．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働

　Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援
１．その人らしい暮らしの支援

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり

　Ⅴ．サービスの成果に関する項目

記入者（管理者）

氏　名

(ユニット名）

事業所名　

  ●家族等＝家族、家族に代わる本人をよく知る人、成年後見人などを含む。
                   （他に「家族」に限定する項目がある）

  ●運営者＝事業所の具体的な経営・運営に関わる決定権を持つ、管理者より上位の
                  役職者（経営者と同義）。

  ●チーム＝一人の人を関係者が連携し、共通認識で取り組むという意。
                  関係者とは管理者・職員はもとより、家族、かかりつけ医、包括支援センターなど、
                  事業所以外で本人を支えている関係者を含む。

グループホーム菜の花

ひまわり

評価完了日

井出　美智子

平成 20 年 6 月 1 日

　（注）　自己評価について、誤字脱字等の記載誤り以外、外部評価機関が記載内容等を
　　　　　修正することはありません。

　●　指定認知症対応型共同生活介護の場合は、共同生活住居（ユニット）ごとに、管理者が
　　　 介護職員と協議の上記入すること。

　●　各自己評価項目について、「取組みの事実」を記入し、取組みたいに※を付け、適宜
        その内容を記入すること。

（別表第１の２）

自己評価及び外部評価結果表

 

  ホップ 職員みんなで自己評価!
   ステップ 外部評価でブラッシュアップ!!
     ジャンプ 評価の公表で取組み内容をＰＲ!!!

　　　－サービス向上への３ステップ－
　　　“愛媛県地域密着型サービス評価”
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自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
　その人らしく暮らし続けていけるよう、事業所独自の
理念を作り上げている。

(外部評価)
母体の診療所が地域に密着した医療活動を行っており、
その一環としてホームの運営がなされている。そのた
め、ホームの理念には、[地域」というキーワードは開
設当初から組み込まれ、運営の基盤となっている。

(自己評価)
　毎朝運営理念を唱和し、実践に向けて取り組んでい
る。

(外部評価)
管理者や職員との話し合いでは言葉に迷いがなく、利用
者へのケアの質を向上させようとする意気込みを感じる
ことができる。そのベースには理念の理解と共有があ
り、理念の実践を行うために、日常的に話し合いが持た
れていることが分かる。

(自己評価)
　毎月１回菜の花便りを発行している。
地域の人に理解してもらえるように、取り組んでいる。

（別表第１）

○地域密着型サービスとしての理念
　地域の中でその人らしく暮らし続けるこ
とを支えていくサービスとして、事業所独
自の理念をつくりあげている

○理念の共有と日々の取り組み
　管理者と職員は、理念を共有し、理念の
実践に向けて日々取り組んでいる

1

　

Ⅰ．理念に基づく運営

１．理念と共有

1

2

自 己 評 価 及 び 外 部 評 価 票　　　  　  　　　　　　【セル内での改行は「Alt+Enter」です。】

　地域の幼稚園児等と交流を持ち、催し物があれば、
スーパー等への告知もお願いしている。

3

○家族や地域への理念の浸透
　事業所は、利用者が地域の中で暮らし続
けることを大切にした理念を、家族や地域
の人々に理解してもらえるよう取り組んで
いる

0

2

　職員全員が、納得のいく理念を作成している。

0 0

0
　日々、理念及び勤務マニュアルを職員一同、確認しあ
い、同じ目標を持って取り組んでいる。

0 0
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愛媛県　菜の花 平成２０年９月１０日

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
　近くの幼稚園・小学校の生徒に、気軽に立ち寄っても
らえるよう努めている。

(自己評価)
　近隣の商店・学校等と交流を行い、また地域の活動に
積極的に参加するよう、努めている。
日常的にも交流は増えたと思う。

(外部評価)
近接している小学校や老人クラブとの交流が開設当初か
ら行われている。また、地域の清掃活動などにも積極的
に参加している。しかし、近隣に民家が少ないこともあ
り、ご近所付き合いという関係が地域と持てているとま
では言えない。また、母体診療所とともに地域との交流
を深めてきた経緯があるが、ホーム独自でのより深い地
域との交流が求められている。

(自己評価)
　地域のボランティアの方達と、活動的に話しあってい
る。

(自己評価)
　毎日の介護の振り返りを行える機会であると、スタッ
フ全員が認識しており、会議等で反省点を挙げ、改善に
取り組み、サービスの質の向上に努めている。

(外部評価)
職員全員で評価項目を話し合ったものをユニットリー
ダーがまとめ、管理者がコメントを添えるという過程を
経て自己評価を行っている。管理者も職員も評価の意義
を理解しており、一年間の振り返りという意味をこめて
真摯な態度で取り組んでいる。

0 0

0 0

○地域とのつきあい
　事業所は孤立することなく地域の一員と
して、自治会、老人会、行事等、地域活動
に参加し、地元の人々と交流することに努
めている

○評価の意義の理解と活用
　運営者、管理者、職員は、自己評価及び
外部評価を実施する意義を理解し、評価を
活かして具体的な改善に取り組んでいる

3

4

２．地域との支えあい

３．理念を実践するための制度の理解と活用

5

7

4

○隣近所とのつきあい
　管理者や職員は、隣近所の人と気軽に声
をかけ合ったり、気軽に立ち寄ってもらえ
るような日常的なつきあいができるように
努めている

※
　幼稚園・小学校との交流ばかりではなく、近隣の人達
が気軽に立ち寄れるように、努めている。

※

ホームが小学校の通学路にあるという立地を活かして利
用者が子どもたちの登下校を見守る等の地域貢献に取り
組んだり、職員が黒子となって利用者が主役のちょっと
したご近所付き合いができるような日常的な交流を支援
するなどの取り組みを期待したい。

　 0

06

○事業所の力を活かした地域貢献
　利用者への支援を基盤に、事業所や職員
の状況や力に応じて、地域の高齢者等の暮
らしに役立つことがないか話し合い、取り
組んでいる

0
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自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
　２ヶ月に１回地域の代表の方々が集まって、話し合い
を行い評価や改善点等の意見を頂き前向きに取り組んで
いる。

(外部評価)
運営推進会議は回数を重ね、利用者や家族の参加も頻繁
にあることから、ホームの運営に定着していることがう
かがえる。ただ、併設している小規模多機能型居宅介護
事業所と合同で行っていることから全般的な議題になる
傾向があり、ホームの利用者に対する直接的な話し合い
が持たれているとまでは言えない。

(自己評価)
　市町村に出向き、介護だけに関わらず地域の様々な
サービスの情報を聞き、ホームで役立てている。

(外部評価)
市は、地域包括支援センターにグループホームの窓口を
一任しており、地域包括支援センターと運営推進会議以
外にも連携を図るよう積極的に取り組んでいる。

(自己評価)
　県・市主催の勉強会に出席しているので、制度の理解
は進んでいる。

(自己評価)
　県の行う講習に参加して、職員全員理解は浸透してい
る。

0

0

○権利擁護に関する制度の理解と活用
　管理者や職員は、地域権利擁護事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々
の必要性を関係者と話し合い、必要な人に
はそれらを活用できるよう支援している

0

6

○市町村との連携
　事業所は、市町村担当者と運営推進会議
以外にも行き来する機会をつくり、市町村
とともにサービスの質の向上に取り組んで
いる

　実際に活用する機会はまだないが、今後必要な事があ
れば積極的に活用したい。

0

　地域の方々の意見が直接聞けるので、助かる。
いただいた意見はホームに持ち帰り、職員が検討し、
サービス向上に活かしている。

地域の民生委員等の参加もお願いし、利用者と地域住民
がふれあえる機会を増やせるような会議の運営について
の検討を期待する。

0

0

0

11

○虐待の防止の徹底
　管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法
について学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や
事業所内で虐待が見過ごされることがない
よう注意を払い、防止に努めている

0

○運営推進会議を活かした取り組み
　運営推進会議では、利用者やサービスの
実際、評価への取り組み状況等について報
告や話し合いを行い、そこでの意見をサー
ビス向上に活かしている

※

10

58

9
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自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
　契約時、わかり易く十分な説明をして、入居者・ご家
族に理解いただいている。

(自己評価)
　相談窓口・担当を設置し、気軽に申し出できる、環境
を整えている。

(自己評価)
　月に１回、「菜の花便り」の発行、及び来所時に、
日々の生活状況を報告している。

(外部評価)
近隣に居住している家族が多く、面会も頻繁にある。管
理者や担当職員はその度に近況報告を行っており、月に
一回の定期報告でも金銭管理等について書面で報告して
いる。また、遠方の家族へは、定期報告以外にも電話等
で利用者の状況報告を行っている。

(自己評価)
　相談・苦情窓口、担当者を設置し、気軽に申し出でき
る、環境を整えている。

(外部評価)
家族の意見や苦情は、まず利用者の担当職員が受けるよ
うにしている。管理者は、家族は苦情など言い出し難い
ものであると理解しているため、その受け皿として対応
するように努めている。また、法人事務長も機会あるご
とに家族に積極的に話しかけ、意見等を聞き、法人とし
て苦情や意見に対応するシステムを構築している。

13

○契約に関する説明と納得
　契約を結んだり解約をする際は、利用者
や家族等の不安、疑問点を尋ね、十分な説
明を行い理解・納得を図っている

○運営に関する利用者意見の反映
　利用者が意見、不満、苦情を管理者や職
員ならびに外部者へ表せる機会を設け、そ
れらを運営に反映させている

0 0

0 0

0
　１ヶ月に１回、生活状況・健康状況等変化があるなし
に関わらず、詳しく説明している。
また面会時、金銭管理簿にサインをもらっている。

0 0

0 　苦情相談員も設置し、ケース会議等を開催している。

0 0

8

○家族等への報告
　事業所での利用者の暮らしぶりや健康状
態、金銭管理、職員の異動等について、家
族等に定期的及び個々にあわせた報告をし
ている

○運営に関する家族等意見の反映
　家族等が意見、不満、苦情を管理者や職
員ならびに外部者へ表せる機会を設け、そ
れらを運営に反映させている

7

４．理念を実践するための体制

15

14

12
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自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
　ミーティングや朝礼、申し送り時などに、職員が気軽
に発言できる、環境を整えている。

(自己評価)
　状況の変化に応じた職員数が確保できるよう、日頃か
ら話し合い、勤務の調整を行っている。

(自己評価)
　馴染みの関係が続くよう、異動には細心の注意を払っ
ている。職員が全ユニットの入居者・ご家族様と交流
し、顔馴染みになれるよう努めている。

(外部評価)
職員の離職や異動は少なく、開設来の利用者との馴染み
の関係が築かれている。管理者は、職員に対して介護の
やりがいを伝えることが定着率を高めることにつながる
との信念で、職員に向き合っている。

(自己評価)
　県、市の勉強会には進んで参加している。

(外部評価)
研修等により職員の質を高めるような取り組みはなされ
ており、法人内でも組織的に勉強会を開催している。し
かし、研修の受講状況には職員間で偏りがみられる。

５．人材の育成と支援

16 0 0

17

○柔軟な対応に向けた勤務調整
　利用者や家族の状況の変化、要望に柔軟
な対応ができるよう、必要な時間帯に職員
を確保するための話し合いや勤務の調整に
努めている

○運営に関する職員意見の反映
　運営者や管理者は、運営に関する職員の
意見や提案を聞く機会を設け、反映させて
いる

0 　申し送りノートを活用し、職務の分担を行っている。

0
　管理者が、職員個々の性格を把握し、ダメージを必要
最小限に抑えるよう、工夫している。

0 0

0 　自主的に研修会や勉強会に、参加できる体制がある。

※

職員のシフト状況は研修の受講状況に差が出ている要因
の一つであり、職員数の確保という運営基盤からの考察
も必要な時期と考えられる。また、シニア世代の職員が
多い傾向にあることから、若い世代の職員の育成にも組
織的に関わっていくことを期待する。

○職員の異動等による影響への配慮
　運営者は、利用者が馴染みの管理者や職
員による支援を受けられるように、異動や
離職を必要最小限に抑える努力をし、代わ
る場合は、利用者へのダメージを防ぐ配慮
をしている

○職員を育てる取り組み
　運営者は、管理者や職員を段階に応じて
育成するための計画をたて、法人内外の研
修を受ける機会の確保や、働きながらト
レーニングしていくことを進めている

18

19 10

9
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自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
　勉強会・研修会等に参加時、積極的に情報交換を行
い、他施設の良いところを取り入れ、サービスの質の向
上につなげている。

(外部評価)
法人の診療所やデイサービス、小規模多機能型事業所な
どが隣接しているため、法人内の職員同士の交流は日常
的にあり、多方面の視点から利用者へのサービスの質の
向上を図っている。しかし、他の関係機関等との交流が
多いとまでは言えない。

(自己評価)
　季節に応じ、職場外で食事会などを行い、コミニケー
ションがとれるようにしている。

(自己評価)
　職員の意識向上のため、研修会への参加を運営者は、
積極的にバックアップしている。
資格取得にも積極的である。

(自己評価)
　最初のアセスメント以降も話し合いをし、できる限り
入居者様を理解するよう、努力している。入居者様の生
活史もできる限り詳しく聞き、性格や価値観等を理解す
るように努めている。

(自己評価)
　何度も面会を行い、話し合いをし、ニーズに沿えるよ
う努力している。

0 0

※

他事業所の長所の発見は、利用者への直接的なサービス
の向上に有用と考えられるため、地域包括支援センター
等と協働して地域内に6～7か所ある他のホームとの交流
を深めていく取り組みを期待する。

0 021

○職員のストレス軽減に向けた取り組み
　運営者は、管理者や職員のストレスを軽
減するための工夫や環境づくりに取り組ん
でいる

　研修会費を事業所が負担するなど、バックアップし、
職員の質の向上に努めている。

22

○向上心を持って働き続けるための取り組
み
　運営者は、管理者や職員個々の努力や実
績、勤務状況を把握し、各自が向上心を
持って働けるように努めている

0

　ご家族との信頼関係を密にし、気軽に話し合えるよ
う、努めている。

24

○初期に築く家族との信頼関係
　相談から利用に至るまでに家族等が困っ
ていること、不安なこと、求めていること
等をよく聴く機会をつくり、受けとめる努
力をしている

0

20 11

○同業者との交流を通じた向上
　運営者は、管理者や職員が地域の同業者
と交流する機会を持ち、ネットワークづく
りや勉強会、相互訪問等の活動を通じて、
サービスの質を向上させていく取り組みを
している

23

○初期に築く本人との信頼関係
　相談から利用に至るまでに本人が困って
いること、不安なこと、求めていること等
を本人自身からよく聴く機会をつくり、受
けとめる努力をしている

0

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援

１．相談から利用に至るまでの関係づくりとその対応

0
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自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
　十分なアセスメントを行い、ケアマネや他職種の方々
とも相談し、判断するように努めている。

(自己評価)
　ホームの見学などをしてもらい、時間をかけて雰囲気
に馴染んで頂けるよう、努力をしている。

(外部評価)
同法人にデイサービスや小規模多機能型事業所があるこ
とから、利用者が環境に徐々に慣れるような関わりがで
きるが、管理者は、人との関係がその人が馴染むかどう
かの重要なポイントであると考えており、職員の対応や
場の雰囲気づくりに余念がない。

(自己評価)
　介護をするではなく、同じ目線で助け合いながら、共
に生活できるよう努力している。

(外部評価)
管理者や職員は、共に支え合うためには利用者と同じ目
線であることが重要であると認識している。接し方の基
本を「自分に置きかえてみる」におき、絶えず基本に立
ち返ることを心がけている。共に過ごすためには「情」
が必要であるとの話に高い専門性が感じられる。

(自己評価)
　家族様と常に話しあい、共に支えあう関係づくりに努
めている。

0

25

○初期対応の見極めと支援
　相談を受けた時に、本人と家族が「その
時」まず必要としている支援を見極め、他
のサービス利用も含めた対応に努めている

0 0

　家族様と、情報交換をしながら、支援していく。28

○本人を共に支えあう家族との関係
　職員は、家族を支援される一方の立場に
おかず、喜怒哀楽を共にし、一緒に本人を
支えていく関係を築いている

0

27

２．新たな関係づくりとこれまでの関係継続への支援

13

0
　日々のケアにて、その人の価値観を尊重し、共に支え
あう関係を築いていく、取り組みをしている。また、観
察記録等を活用している。

※

共に過ごすためには「情」が必要であるとの話は、シニ
ア世代の職員だからこその人生経験が背景にある言葉で
あるが、引き継いでいく必要があるので、今後は若い世
代の職員の育成にも取り組んでいくことを期待する。

○本人と共に過ごし支えあう関係
　職員は、本人を介護される一方の立場に
おかず、一緒に過ごしながら喜怒哀楽を共
にし、本人から学んだり、支えあう関係を
築いている

○馴染みながらのサービス利用
　本人が安心し、納得した上でサービスを
利用するために、サービスをいきなり開始
するのではなく、職員や他の利用者、場の
雰囲気に徐々に馴染めるよう家族等と相談
しながら工夫している

0 0

0

26 12
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自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
　入居者・ご家族様が、ゆっくり楽しく生活できるよう
な雰囲気づくりをして、良い関係が築ける支援をしてい
る。

(自己評価)
　ホームが所有している畑などで、できた野菜を収穫し
て楽しんでもらっている。馴染みの深い人との関係も断
ち切れないよう、電話等で声かけをしている。

(自己評価)
　入居者様の感情・価値観を尊重し、共同生活が楽しく
送れるよう、努めている。

(自己評価)
　併設の医療機関や小規模多機能に移り、在宅生活が始
まっても声かけを行い、時々遊びに寄ってもらってい
る。

(自己評価)
　常日頃から、入居者様の希望や意向は把握するように
努めている。

(外部評価)
管理者や職員は利用者との生活が長く、利用者個々の希
望や意向を言葉でなくても把握できる関係ができている
ため、認知症が進んでいる利用者に対しても、本人本位
の生活支援が行われている。しかし、今後職員が代わっ
た場合に、利用者の理解を深める手段が整っている状態
とは言えない。

0

29

○本人と家族のよりよい関係に向けた支援
　これまでの本人と家族との関係の理解に
努め、より良い関係が築いていけるように
支援している

0 0

0

　個々の価値観を尊重しながら、共同生活が有意義であ
るよう、努めている。

0

31

○利用者同士の関係の支援
　利用者同士の関係を把握し、一人ひとり
が孤立せずに利用者同士が関わり合い、支
え合えるように努めている

0

30

○馴染みの人や場との関係継続の支援
　本人がこれまで大切にしてきた馴染みの
人や場所との関係が途切れないよう、支援
に努めている

　入居者様から希望を聞く事が困難な時も、ご家族様か
ら聞き取りをし、意向を把握できるよう、努めている。

※

管理者は、センター方式のシートで利用者の情報整理を
始めているので、取り組みを進めていくことを期待す
る。また、利用者の情報は職員が把握していることも多
いため、誰でも書き込めるような様式の活用方法の検討
を望む。

○関係を断ち切らない取り組み
　サービス利用（契約）が終了しても、継
続的な関わりを必要とする利用者や家族に
は、関係を断ち切らないつきあいを大切に
している

0

○思いや意向の把握
　一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意
向の把握に努めている。困難な場合は、本
人本位に検討している

32

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

１．一人ひとりの把握

1433

0
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自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
　ご家族様が来所された際に、生活暦や過去受けてきた
サービスの経過等を把握し、暮らし良い環境づくりに努
めている。

(自己評価)
　日々モニタリングを行い、記録に残し現状の把握に努
めている。

(自己評価)
　カンファレンス等に、ご家族様にも参加してもらえる
ようになり、意見や要望を取り入れ、より入居者様の立
場にたった計画が、作成できている。

(外部評価)
0

(自己評価)
　期間に応じて、計画の見直しを行っている。

(外部評価)
利用者の担当職員が日々の介護記録をミーティング前に
1か月分要約し、介護計画と照らし合わせながら利用者
の生活を見直している。介護計画の定期的な見直しは３
か月となっているが、毎月記録を整理することで客観的
な視点をもてており、見直しのタイミングを検討する目
安にもなっている。

34

35

○これまでの暮らしの把握
　一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし
方、生活環境、これまでのサービス利用の
経過等の把握に努めている

0
　入居者様から聞き取りが困難な場合、多方面から聞き
出す努力をしている。

0 0

○暮らしの現状の把握
　一人ひとりの一日の過ごし方、心身状
態、有する力等の現状を総合的に把握する
ように努めている

0 0

0 0

0
　入居者・ご家族様に、見直しが必要であることを説明
したうえで、現状に即した介護計画の見直しを行ってい
る。

※
記録の見直しが全般的な内容となっている傾向があり、
介護計画に焦点を当てて見直すとよりよい記録となると
思われるので、検討を期待する。

○現状に即した介護計画の見直し
　介護計画の期間に応じて見直しを行うと
ともに、見直し以前に対応できない変化が
生じた場合は、本人、家族、必要な関係者
と話し合い、現状に即した新たな計画を作
成している

36 15

２．本人がより良く暮らし続けるための介護計画の作成と見直し

○チームでつくる利用者本位の介護計画
　本人がより良く暮らすための課題とケア
のあり方について、本人、家族、必要な関
係者と話し合い、それぞれの意見やアイ
ディアを反映した介護計画を作成している

37 16
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自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
　計画に対するモニタリングを日々行い、達成度や新た
な問題点を記録して、見直しに活かしている。

(自己評価)
　外泊や在宅での生活を望む場合などは、身体状況・精
神状況に鑑み、併設の小規模多機能施設等に移行し、在
宅での生活が出来るよう支援をしている。

(外部評価)
同法人のデイサービスや小規模多機能型事業所、診療所
のリハビリテーションなど、多機能な施設のネットワー
クがあるので、利用者の様々な要望にこたえることがで
きる。診療所の看護師とも連携し、医療的な機能も充実
している。

(自己評価)
　毎日の生活の中で、必要となるものは連携を図ってい
る。

(自己評価)
　入居者様の状況に応じ、適切なサービスが受けられる
ようにしている。

(自己評価)
　現在、該当する入居者様はいないが、今後は必要に応
じ、成年後見制度なども活用していきたいと思う。

○個別の記録と実践への反映
　日々の様子やケアの実践・結果、気づき
や工夫を個別記録に記入し、情報を共有し
ながら実践や介護計画の見直しに活かして
いる

0 0

0
　常に、小規模・多機能施設とは連携をとり、情報交換
を行っている。

0 0

○地域資源との協働
　本人の意向や必要性に応じて、民生委員
やボランティア、警察、消防、文化・教育
機関等と協力しながら支援している

41

○他のサービスの活用支援
　本人の意向や必要性に応じて、地域の他
のケアマネジャーやサービス事業者と話し
合い、他のサービスを利用するための支援
をしている

42

○地域包括支援センターとの協働
　本人の意向や必要性に応じて、権利擁護
や総合的かつ長期的なケアマネジメント等
について、地域包括支援センターと協働し
ている

※

0 0

３．多機能性を活かした柔軟な支援

○事業所の多機能性を活かした支援
　本人や家族の状況、その時々の要望に応
じて、事業所の多機能性を活かした柔軟な
支援をしている

４．本人がより良く暮らし続けるための地域資源との協働

40

　地域包括支援センターの知識を得て、地域の中で暮ら
していくうえで、必要となる事の学習を重ねていきた
い。

0 0

1739

38
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自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
　併設の連携医療機関の医師に、週１回往診等をしても
らい、適切な医療が受けられるよう、支援している。

(外部評価)
母体診療所の院長が地域医療に力を入れており、利用者
もかかりつけ医としての信頼からホームを利用している
ケースが多い。かかりつけ医が地域の要請に応じて設立
したホームと言え、利用者と院長とには信頼関係が構築
されている。

(自己評価)
　併設の医療機関の医師が専門医のため、診断や治療を
受けている。

(自己評価)
　併設の医療機関と、日々情報交換をして、健康管理等
の支援をしている。

(自己評価)
　併設している連携医療機関と連絡を取り、入院したと
きなどは頻繁に声かけをして、安心してもらえるよう努
めている。

(自己評価)
　母体の医療機関が併設なので、医師・ご家族様と連絡
をとりあい、方針を共有している。

(外部評価)
運営者の方針で、ホームを終の棲家として位置づけてお
り、ホームと隣接の診療所とは日常的に密な連携があ
る。利用者のターミナルケアの実践も積んでおり、厳し
さや家族の協力の重要性なども理解している。職員に
は、厳しい勤務体制となることを承知しながら、ターミ
ナルケアの実績が基盤となった余裕が見られる。

0 0

18

0
　病状、体調の変化がある時は、医師に連絡をとり、適
切な医療が受けられ様に支援をしている。
また、適時ご家族様にも連絡を取っている。

○かかりつけ医の受診支援
　本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を
築きながら、適切な医療を受けられるよう
に支援している

○看護職との協働
　利用者をよく知る看護職員あるいは地域
の看護職と気軽に相談しながら、日常の健
康管理や医療活用の支援をしている

44

45

0 0

0 0

0

0 0

0 0

○重度化や終末期に向けた方針の共有
　重度化した場合や終末期のあり方につい
て、できるだけ早い段階から本人や家族等
ならびにかかりつけ医等と繰り返し話し合
い、全員で方針を共有している 0

○早期退院に向けた医療機関との協働
　利用者が入院した時に安心して過ごせる
よう、また、できるだけ早期に退院できる
ように、病院関係者との情報交換や相談に
努めている。あるいは、そうした場合に備
えて連携している

43

○認知症の専門医等の受診支援
　専門医等認知症に詳しい医師と関係を築
きながら、職員が相談したり、利用者が認
知症に関する診断や治療を受けられるよう
支援している

47 19

46
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自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
　母体の医療機関が併設なので、医師・看護師・ご家族
様と密に連携を取り方針を共有している。また変化が
あった場合は、速やかに検討できる環境が整っている。
グループホームの四国フォーラムに参加して、他のグ
ループホームでの看取りの報告を聞き、参考にしてい
る。

(自己評価)
　住み替え時には、ご家族様の了解を得て、十分な情報
提供を行い、ケア関係者で話し合い、ダメージが防げる
ように支援をしている。

(自己評価)
　自尊心を損ねるような、言葉づかいや態度には十分注
意している。個人情報の持ち出しや、流出がないよう厳
しく管理をしている。

(外部評価)
意思表示の難しい利用者にも丁寧に言葉かけを行ってい
る。利用者への対応も、個々の状態や生活歴等を踏まえ
て適宜見直している。利用者に安心感を与えるために、
利用者の呼び名一つも職員間で統一しようと話し合いを
持っている。個人記録も適切に管理している。

(自己評価)
　入居者様の力に合わせ、納得いくまで説明をし、納得
のいく暮らしができるよう、努めている。

50

0

0
　職員の都合にならないよう、職員間で話しあいをし
て、入居者様の立場にたったケア、および情報管理に努
めるようにしている。

49

○住み替え時の協働によるダメージの防止
　本人が自宅やグループホームから別の居
所へ移り住む際、家族及び本人に関わるケ
ア関係者間で十分な話し合いや情報交換を
行い、住み替えによるダメージを防ぐこと
に努めている

0

48

51

○利用者の希望の表出や自己決定の支援
　本人が思いや希望を表せるように働きか
けたり、わかる力に合わせた説明を行い、
自分で決めたり納得しながら暮らせるよう
に支援をしている

0 0

0

0 0

20

１．その人らしい暮らしの支援

（１）一人ひとりの尊重

○プライバシーの確保の徹底
　一人ひとりの誇りやプライバシーを損ね
るような言葉かけや対応、記録等の個人情
報の取り扱いをしていない

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

○重度化や終末期に向けたチームでの支援
　重度や終末期の利用者が日々をより良く
暮らせるために、事業所の「できること・
できないこと」を見極め、かかりつけ医と
ともにチームとしての支援に取り組んでい
る。あるいは、今後の変化に備えて検討や
準備を行っている

0
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自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
　その方らしくを基本に、その方に合ったペース・希望
を聞きながら、支援をしている。

(外部評価)
生活のリズムを守るために一日の大きな流れは決まって
いるが、利用者に生活を楽しんでもらうということが優
先されている。医療的行為やリハビリテーションが必要
な利用者にはケアが優先される場合が多いため、職員や
診療所のスタッフはゆっくりと利用者を促すような対応
を行っている。

(自己評価)
　衣類・身だしなみは、入居者様の希望を取り入れ、支
援している。

(自己評価)
　現在介助を必要とする入居者様が多い為、職員全員は
できないが、可能な限り一緒にしている。

(外部評価)
一対一での食事介助が必要な利用者が多いため、全員同
時にテーブルに着くことは難しいが、職員は、食事中は
もちろん準備や片づけ時にも目配せや声かけを行い、楽
しい雰囲気づくりに心がけている。また、準備中の匂い
が生活感を醸し出すとの考えから、重介護で職員配置が
厳しくなっても手作りにこだわるとの話には、「食事が
楽しみ」という利用者の要望に応えようとしている姿勢
が感じられる。

(自己評価)
　現在タバコ・お酒を希望される方はいないが、飲み物
やおやつは、状況に応じ楽しんでもらっている。

54

53

○身だしなみやおしゃれの支援
　その人らしい身だしなみやおしゃれがで
きるように支援し、理容･美容は本人の望む
店に行けるように努めている

○日々のその人らしい暮らし
　職員側の決まりや都合を優先するのでは
なく、一人ひとりのペースを大切にし、そ
の日をどのように過ごしたいか、希望に
そって支援している

0

55

○本人の嗜好の支援
　本人が望むお酒、飲み物、おやつ、たば
こ等、好みのものを一人ひとりの状況に合
わせて日常的に楽しめるよう支援している

22

0

0 0

※
　日々の仕事に追われ、職員側の都合になっている事も
あるので、十分気をつけたい。

21

（２）その人らしい暮らしを続けるための基本的な生活の支援

52

0 0

○食事を楽しむことのできる支援
　食事が楽しみなものになるよう、一人ひ
とりの好みや力を活かしながら、利用者と
職員が一緒に準備や食事、片付けをしてい
る

0
　ひとりひとりの能力を把握して、一緒に食事の準備が
可能な方には、手伝ってもらっている。

0 0
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自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
　気持ちよく排泄できるよう、常に支援している。

(自己評価)
　入居者様の希望に応じ入浴支援を行い、拒む方には拒
否の原因を探り、無理強いさせる事なく、入浴が楽しめ
るように支援している。

(外部評価)
入浴は、タイミングや回数は利用者の希望に沿うように
行われている。管理者は、入浴は身体を清潔に保つこと
以外に、本人が安らぎを得る場であり、利用者と職員が
信頼関係を構築する場でもあるとして、ケアのポイント
として重要視している。

(自己評価)
　日中は、各個人の趣味をしてもらったり、皆で遊んだ
り、休んでもらったりしている。

(自己評価)
　職員の手伝いをしてもらったり、個々の楽しみ事がで
きるよう、支援している。

(外部評価)
管理者や職員は、一緒に生活している時間の長さから、
利用者の好みやできること等について深く把握してい
る。共同生活が基本の中で、時々の気晴らしは個々の生
活を保持するために重要であると考えており、身体的条
件で動きの難しい利用者に対しては、道化師的な役割も
果たしている。

　失敗しても、自尊心を傷つけないよう、配慮してい
る。

56

○気持よい排泄の支援
　排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一
人ひとりの力や排泄のパターン、習慣を活
かして気持ちよく排泄できるよう支援して
いる

0

0
　ひとりひとりの生活パターンに合った、入浴を楽しめ
るよう支援している。

0 0

0

0
　洗濯物をたたむ・配膳をする等、個人の能力に応じ、
生きがいを持って暮らせる支援をしている。

0 0

（３）その人らしい暮らしを続けるための社会的な生活の支援

58

0

○安眠や休息の支援
　一人ひとりの生活習慣やその時々の状況
に応じて、安心して気持ちよく休息したり
眠れるよう支援している

24

23

○入浴を楽しむことができる支援
　曜日や時間帯を職員の都合で決めてしま
わずに、一人ひとりの希望やタイミングに
合わせて、入浴を楽しめるように支援して
いる

○役割、楽しみごと、気晴らしの支援
　張り合いや喜びのある日々を過ごせるよ
うに、一人ひとりの生活歴や力を活かした
役割、楽しみごと、気晴らしの支援をして
いる

57

59
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自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
　入居者様の希望や能力に応じて、お金を所持していた
だき、使用できる支援をしている。

(自己評価)
　その日の体調を見ながら、可能な限り外出支援を行
い、季節の移り変わり等を、楽しんでもらっている。

(外部評価)
３ユニットが中庭を三角に囲み、気軽に外気に当たる場
所として日常的に活用している。散歩も気晴らしの一環
として日課としている。しかし、車いす介助や見守り介
助などで一対一での外出が増えてきているため、利用者
により外出の頻度に差が出はじめている。職員数やシフ
トにも限界があり、早めの対策が必要と考えられる。

(自己評価)
　入居者・ご家族様と話し合いをしながら、行きたい所
へ出かけられる支援をしている。

(自己評価)
　入居者様の要望により、電話・手紙のやり取りができ
るように、支援している。

(自己評価)
　ご家族様や知人様が、気軽に訪問できるような、雰囲
気づくりをしている。

0
　近所のスーパーやパン屋さんで、入居者様にお金を渡
し、支払いをしてもらっている

0 0

※
外出支援として老人クラブや民生委員等に協力を依頼す
るなど、地域資源の有効な活用についての検討を期待す
る。

0

63

○電話や手紙の支援
　家族や大切な人に本人自らが電話をした
り、手紙のやり取りができるように支援を
している

0 0

62

○普段行けない場所への外出支援
　一人ひとりが行ってみたい普段は行けな
いところに、個別あるいは他の利用者や家
族とともに出かけられる機会をつくり、支
援している

0

064

○家族や馴染みの人の訪問支援
　家族、知人、友人等、本人の馴染みの人
たちが、いつでも気軽に訪問でき、居心地
よく過ごせるよう工夫している

0

○日常的な外出支援
　事業所の中だけで過ごさずに、一人ひと
りのその日の希望にそって、戸外に出かけ
られるよう支援している

○お金の所持や使うことの支援
　職員は、本人がお金を持つことの大切さ
を理解しており、一人ひとりの希望や力に
応じて、お金を所持したり使えるように支
援している

61 25

60
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自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
　全ての職員が、身体拘束の弊害を理解しており、禁止
の対象となる行為を、しないように心がけている。

(自己評価)
　鍵をかけることの弊害は理解しているが、帰宅願望が
強い徘徊の方がいる場合、その方の安全を優先して、外
玄関等を施錠することがある。

(外部評価)
調査日は、入居から10日目の利用者が不穏な状態にあっ
ため、一つのユニットでリビングの鍵がかけられていた
が、一過性であることとその理由を利用者や家族等に説
明している。管理者は鍵を外すタイミングを見計らって
おり、鍵を掛ける弊害は理解している。

(自己評価)
　入居者様のプライバシーに配慮しながら、十分な見守
りをして所在の確認をしている。

(自己評価)
　入居者様の状態に応じて使用してもらい、見守りなが
ら危険防止に努めている。

(自己評価)
　救命救急等の知識を職員が学び、生かせるように取り
組んでいる。

65

○身体拘束をしないケアの実践
　運営者及び全ての職員が「介護保険法指
定基準における禁止の対象となる具体的な
行為」を正しく理解しており、身体拘束を
しないケアに取り組んでいる

0 0

0

0
　鍵をかけないケアに取り組んでいるが、やむをえない
場合はご家族様に説明し、理解を得たうえで施錠するこ
とにしている。

0 0

　危険な物品は、目の届かない場所に保管・管理してい
る。

0
　夜間の安全確認は、利用者様が驚いたりしないよう、
配慮をしている。

69 0 0

○注意の必要な物品の保管・管理
　注意の必要な物品を一律になくすのでは
なく、一人ひとりの状態に応じて、危険を
防ぐ取り組みをしている

○利用者の安全確認
　職員は本人のプライバシーに配慮しなが
ら、昼夜通して利用者の所在や様子を把握
し、安全に配慮している

○鍵をかけないケアの実践
　運営者及び全ての職員が、居室や日中玄
関に鍵をかけることの弊害を理解してお
り、鍵をかけないケアに取り組んでいる

66

67

68

（４）安心と安全を支える支援

○事故防止のための取り組み
　転倒、窒息、誤薬、行方不明、火災等を
防ぐための知識を学び、一人ひとりの状態
に応じた事故防止に取り組んでいる

26
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自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
　入居者様の行動を把握し、全ての職員が緊急時に対応
できるよう、定期的に訓練・救命講習を受けている。

(自己評価)
　防災マニュアルを作成して、年２回東温消防署の指導
や訓練をうけている。また地域の方々の、協力や支援が
得られるように、働きかけている。

(外部評価)
もしものときの避難には、建物が平屋で周辺もゆっくり
とした庭があり、安心感がある。また、防災マニュアル
の作成、年二回の消防署との訓練などを行っている。防
災については、ホームだけでなく法人全体で地域ととも
に取り組んでいる。

(自己評価)
　起こりうるリスクについては、入居時にご家族様に説
明をして納得してもらい、その時々で対応策を検討して
いる。

(自己評価)
　体調には常に気を配り、早期発見ができるように、見
守り・声かけを行い迅速に対応をしている。

(自己評価)
　入居者様、ひとりひとりが服薬している薬について、
職員は理解ができている。また薬情等で、副作用や注意
事項を理解する努力をしている。

70

0

0 0

※
災害時を想定した訓練などを、地域の方々と一緒に行え
るよう、声をかけていきたい。

0 0

0

（５）その人らしい暮らしを続けるための健康面の支援

72

○リスク対応に関する家族等との話し合い
　一人ひとりに起こり得るリスクについて
家族等に説明し、抑圧感のない暮らしを大
切にした対応策を話し合っている

73

○体調変化の早期発見と対応
　一人ひとりの体調の変化や異変の発見に
努め、気付いた際には速やかに情報を共有
し、対応に結び付けている

0

0

074

○服薬支援
　職員は、一人ひとりが使用している薬の
目的や副作用、用法や用量について理解し
ており、服薬の支援と症状の変化の確認に
努めている

0

○急変や事故発生時の備え
　利用者の急変や事故発生時に備え、全て
の職員が応急手当や初期対応の訓練を定期
的に行っている

○災害対策
　火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を
問わず利用者が避難できる方法を身につ
け、日ごろより地域の人々の協力を得られ
るよう働きかけている

2771
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自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
　入居者様の排泄パターン・状況を把握して、予防と対
応に取り組んでいる。

(自己評価)
　毎食後口腔ケアができているか、声かけや確認をし
て、ハミガキチェック表に記録している。

(自己評価)
　栄養士が栄養のバランスを考え、その方に合った必要
なカロリー等の食事メニューを作成してくれている。

(外部評価)
法人の栄養士による栄養バランスの管理が行われてお
り、旬の食材で食事を提供している。刻み食やとろみ食
の利用者に対しても、それぞれのユニットで一人ひとり
の状態に合わせて提供している。水分摂取量もチェック
している。

(自己評価)
　感染症マニュアルに従い、予防をしている。併設の医
療機関にて、月１回の感染症対策委員会に主席させても
らい、勉強している。

(自己評価)
　衛生管理を徹底して、新鮮で安全な食材を使用して、
食中毒の予防に努めている。また器具等はマニュアルに
沿って、衛生管理を行っている。

76

○口腔内の清潔保持
　口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎
食後、一人ひとりの口腔状態や力に応じた
支援をしている

0

0

75
　便秘がちの方には、食材に気を配り、水分も十分摂取
できるよう努めている。

　各居室に、口腔ケアチェック表を貼り、入居者様にも
意識をして毎日実施してもらえる、工夫をしている。

0
　入居者様に、食事内容や水分摂取の必要性を説明し、
適切な栄養・水分摂取ができるよう、支援している。

78

○感染症予防
　感染症に対する予防や対応の取り決めが
あり、実行している（インフルエンザ、疥
癬、肝炎、ＭＲＳＡ、ノロウイルス等）

0

0

0 0

0

　週１回、必ず食材チェック・調理施設のチェックを行
い、賞味期限や衛生状態の管理を徹底してる。

79

○食材の管理
　食中毒の予防のために、生活の場として
の台所、調理用具等の衛生管理を行い、新
鮮で安全な食材の使用と管理に努めている

77

○便秘の予防と対応
　職員は、便秘の原因や及ぼす影響を理解
し、予防と対応のための飲食物の工夫や身
体を動かす働きかけ等に取り組んでいる

○栄養摂取や水分確保の支援
　食べる量や栄養バランス、水分量が一日
を通じて確保できるよう、一人ひとりの状
態や力、習慣に応じた支援をしている

28
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自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
　入居者・ご家族様・近隣の方にとり、親しみやすく安
心して出入りができる玄関周りや、近隣との調和を考慮
した建物となっている。

(自己評価)
　季節ごとの花や、飾り付けをなどをして、常に居心地
の良い空間づくりをしている。

(外部評価)
各ユニットとも中庭を面して大きな窓を設えており、
デッキを組み合わせた広がりのある共用スペースであ
る。ユニットにより、リビングが吹き抜けで空間的にも
ゆとりがある。居室前の廊下も掃き出しの窓があり、ひ
とつの居場所としても活用できる。

(自己評価)
　入居者様が安心できる居場所、個々の好きな場所で過
ごせるよう、工夫している。

(自己評価)
　思い出の品や写真などを持ち込んでもらい、居心地良
く過ごせるよう、工夫している。

(外部評価)
利用者により、ホームが用意したもの、自分が持ってき
なものと様々な部屋があるが、どの部屋も温かみのある
設えである。家族の写真や手作りの作品などで個性豊か
なインテリアとなっている。

　庭には季節の花、建物の外周には竹を植え、親しみや
すい環境づくりをしている。

（１）居心地のよい環境づくり

２．その人らしい暮らしを支える生活環境づくり

80

○安心して出入りできる玄関まわりの工夫
　利用者や家族、近隣の人等にとって親し
みやすく、安心して出入りができるよう
に、玄関や建物周囲の工夫をしている

0

0
　ホームから一歩外へ出ると、広い中庭が広がり、その
中庭を包むような、木造平屋建ての構造になっている。

0 0

82

○共用空間における一人ひとりの居場所づ
くり
　共用空間の中には、独りになれたり、気
の合った利用者同士で思い思いに過ごせる
ような居場所の工夫をしている

0 0

0
　ご家族様に話して、可能な限り持ち込める物品がある
方には協力してもらい、居心地の良い空間をつくる努力
をしている。

0 0

30

○居心地のよい共用空間づくり
　共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、
食堂、浴室、トイレ等）は、利用者にとっ
て不快な音や光がないように配慮し、生活
感や季節感を採り入れて、居心地よく過ご
せるような工夫をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮
　居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家
族と相談しながら、使い慣れたものや好み
のものを活かして、本人が居心地よく過ご
せるような工夫をしている

81 29

83
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自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目
取組みの事実

（実施している内容・実施していない内容）

※印
(取組みたい又
は取組みを期
待したい項目)

取組みたい又は取組みを期待したい内容
（すでに取組んでいることも含む）

(自己評価)
　空調・換気には十分気をつけ、個々にあった温度調節
をして、快適に生活してもらっている。

(自己評価)
　建物内部を有効利用したり、手すりを利用する事によ
り、安全で自立した生活が送れるよう、工夫している。

(自己評価)
　他の介護者・医療従事者等の協力もいただき、混乱や
失敗の無いよう、自分自身でわかる力を活かして、自立
して暮らせる工夫をしている。

(自己評価)
　中庭の季節の花の手入れ、また併設の病院横に家庭菜
園をつくり、種まきや収穫を楽しんでもらっている。

(注)

0

0 0

86

○わかる力を活かした環境づくり
　一人ひとりのわかる力を活かして、混乱
や失敗を防ぎ、自立して暮らせるように工
夫している

87
○建物の外周りや空間の活用
　建物の外周りやべランダを利用者が楽し
んだり、活動できるように活かしている

0 0

○身体機能を活かした安全な環境づくり
　建物内部は一人ひとりの身体機能を活か
して、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している

0

0

１　　　　　　部分は自己評価と外部評価の共通評価項目。
２　全ての自己評価又は外部評価の項目に関し、具体的に記入すること。

0

（２）本人の力の発揮と安全を支える環境づくり

84

○換気・空調の配慮
　気になるにおいや空気のよどみがないよ
う換気に努め、温度調節は、外気温と大き
な差がないよう配慮し、利用者の状況に応
じてこまめに行っている

85
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① ほぼ全ての利用者の
2 利用者の２/３くらいの
3 利用者の１/３くらいの
4 ほとんど掴んでいない
1 毎日ある
② 数日に１回程度ある
3 たまにある
4 ほとんどない
① ほぼ全ての利用者が
2 利用者の２/３くらいが
3 利用者の１/３くらいが
4 ほとんどいない
① ほぼ全ての利用者が
2 利用者の２/３くらいが
3 利用者の１/３くらいが
4 ほとんどいない
1 ほぼ全ての利用者が
2 利用者の２/３くらいが
③ 利用者の１/３くらいが
4 ほとんどいない
① ほぼ全ての利用者が
2 利用者の２/３くらいが
3 利用者の１/３くらいが
4 ほとんどいない
① ほぼ全ての利用者が
2 利用者の２/３くらいが
3 利用者の１/３くらいが
4 ほとんどいない
① ほぼ全ての家族と
2 家族の２/３くらいと
3 家族の１/３くらいと
4 ほとんどできていない
1 ほぼ毎日のように
② 数日に1回程度
3 たまに
4 ほとんどない

96
通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている

(自己
 評価)

　新聞の発行や催しごとを開催して、地域交流を深めているが、まだ十分と
はいえない。

(自己
 評価)

　入居者様の要望事項は、その時々で聞き入れ、沿えるようにしている。

95
職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている

(自己
 評価)

　意見箱を置いたり、アンケート形式でご家族様が、意見・要望を言いやす
い環境づくりに努めている。

利用者は、その時々の状況や要望に応じ
た柔軟な支援により、安心して暮らせて
いる

　その方にあったケアプランを作成して、そのケアプランに沿って対応、支
援をすることで、生き生きと充実した生活を送ってもらっている。

　職員全員が、入居者様ひとりひとりのペースで暮らせるよう、ペースを合
わせている。

(自己
 評価)

利用者は、戸外の行きたいところへ出か
けている

(自己
 評価)

　日常的に出かけられる方が少なくなっているが、可能な方には行きたいと
ころを聞き、外出支援を行っている。

利用者と職員が、一緒にゆったりと過ご
す場面がある

(自己
 評価)

(自己
 評価)

　毎日ではないが、ゲームをしたり、歌を唄ったり、入居者様と一緒になっ
て過ごせる時間を、できる限り設けるようにしている。

Ⅴ．サービスの成果に関する項目

項　　目

88
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方
の意向を掴んでいる

取　り　組　み　の　成　果
（該当する箇所を○印で囲むこと）

判断した具体的根拠

　入居前のアセスメントや入居後も、常に入居者・ご家族様の意向を聞き、
その人らしい暮らしが送れるように努めている。

89

90
利用者は、一人ひとりのペースで暮らし
ている

91
利用者は、職員が支援することで生き生
きした表情や姿がみられている

(自己
 評価)

92

93
利用者は、健康管理や医療面、安全面で
不安なく過ごせている

(自己
 評価)

　医療機関併設のグループホームであり、医療面・安全面で安心して過ごせ
ている。

94
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項　　目
取　り　組　み　の　成　果

（該当する箇所を○印で囲むこと）
判断した具体的根拠

1 大いに増えている
② 少しずつ増えている
3 あまり増えていない
4 全くいない
① ほぼ全ての職員が
2 職員の２/３くらいが
3 職員の１/３くらいが
4 ほとんどいない
① ほぼ全ての利用者が
2 利用者の２/３くらいが
3 利用者の１/３くらいが
4 ほとんどいない
① ほぼ全ての家族等が
2 家族等の２/３くらいが
3 家族等の１/３くらいが
4 ほとんどできていない

　医療機関が併設のため、ご家族様からは「とても安心する」という意見を良く聞きます。
立地条件も良く、広い中庭で思い思いにゆったりと時間を過ごすことができ、季節の花を植えて一緒に水やりをしたり、眺めて季節感を味わうことができます。
また、中庭では主に年４回、地域の方々も招待して行事をしています。
行事は沢山のご家族様・近隣の方が集まり、とても楽しいと評判です。
行事の準備段階より、入居者様とご家族様が料理を作ったり飾りつけをするなど、普段はなかなかできない触れあいがもて、大切な時間となっています。
　月に１回生け花の先生が入居者様と一緒に生け花をしたり、三味線・お琴のボランティアの方やプロの歌手の慰問など生活に変化もあり、職員も家族同様に一緒に
楽しんでいます。
入居者様の人生に関わらせていただく喜びを胸に、毎日精一杯の介護をさせていただいてます。

【特に力を入れている点・アピールしたい点】
(この欄は、日々の実践の中で、事業所として力を入れて取り組んでいる点やアピールしたい点を記入してください。）

100
職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う

(自己
 評価)

　ここに入居してから、「とてもいい笑顔が増えました」と感謝の言葉を頂
くことも多いが、職員全員で要望等を言いやすい雰囲気作りに努めており、
ご家族様から色々な意見も聞かせてもらうことが多い。

99
職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う

(自己
 評価)

　その方に合ったケアプランを作成し、支援をしており満足してもらってい
る。

97

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりが拡がったり深ま
り、事業所の理解者や応援者が増えてい
る

(自己
 評価)

98 職員は、活き活きと働けている
(自己
 評価)

　地域の方々に、気軽に立ち寄ってもらえるよう、取り組んでいる。

　高齢の職員が多いが、健康に気をつけ、十分な人生経験を生かし、明るく
生き生きと働けている。

(自己評価)
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